




t o p i c s

地 域 の 話 題

　平成 24 年春の褒章で、千葉一明氏が業務精
励により黄綬褒章を受章されました。

受章おめでとうございます

春の褒章

　昭和 54 年に行政書士となり、平成 13 年か
ら県行政書士会長。平成 17 年から 4 年間、日
本行政書士会連合会副会長。永年にわたり行政
書士として市民と行政の架け橋となり、業務に
精励された功績が称えられこの度の受章とな
りました。現日本行政書士政治連盟副会長。

黄綬褒章

千葉 一明 氏
（63 歳　角館町田町上丁）

　この度、戸澤敏之さん（角館町川原）に全日本実
業柔道連盟功労賞が贈られました。
　6 月 2 日と 3 日に岩手県北上市で開催された第 62
回全日本実業柔道団体対抗大会で、主催する全日本
実業連盟から同大会に 15 回出場した功績が認められ、
表彰を受けました。
　戸澤さんは「このような賞をもらえて光栄。一緒
に柔道に携わっている皆さんのおかげと思っている。
柔道の繋がりが広がるようがんばっていきたい」と
話しました。

news

戸澤敏之さん功労賞を受賞

全日本実業柔道団体対抗大会出場 15 回6/2
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　6 月 2 日、田沢地域運営体「荷葉」で地域住民など
約 30 人が長芋の種芋植えをしました。
　これは、県のムラビジネスチャレンジ支援事業の
一環として、田沢の幻の特産品「田沢長芋」の生産
者の育成と生産方法（技）の継承、首都圏へのＰＲ
や販売ルート構築を図ることを目的に行われたもの。
　当日は、見附田にある畑で長芋生産名人の八柏修
さん指導のもと、3 時間ほどで 2 むねに約 300 本の
種芋を植えました。秋には収穫した長芋を首都圏で
試食販売を行う予定です。

event
田沢地域運営体「荷葉」で長芋植え

幻の田沢長芋栽培の技を継承
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　6 月 5 日、神代こども園の園児たちが、長寿会（藤
原貫一会長）の皆さんとさつまいもの苗植えを体験
しました。
　畑は近所の草彅作雄さん（神代野中清水）から借用。
園児たちは、おじいちゃんやおばあちゃんから教わ
りながら、丁寧に苗を植えていました。秋に行われ
る収穫祭では、おいしいさつまいもが収穫できそう
です。

event
おじいちゃん・おばあちゃんと交流

神代こども園園児 さつまいもの苗植え
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。

　今年も田んぼアートに挑戦したのは小松・東前郷
地区環境保全協議会（伊藤裕明会長）のチーム田ん
ぼアートの皆さん。今回の制作する図柄は「クニマス」
です。
　6 月 6 日、秋田内陸線沿いの田んぼ（田沢湖小松）
には地域の皆さんが集合し、使用する苗の種類や植
える場所について説明を受けた後、早速作業に取り
かかりました。
　これからどんなクニマスが見られるのか、とても
楽しみです。

今 年 は ク ニ マ ス 田 ん ぼ ア ー ト

event
小松・東前郷地区環境保全協議会6/6
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　5 月 14 日、16 日、仙北市民生児童委員協議会（伊
東弘榮会長）の委員 47 人（角館地区 30 人、西木地
区 17 人）がクリーンアップを行いました。
　「民生委員・児童委員の日」活動強化週間に民生委
員・児童委員の活動を地域の皆さんに知ってもらお
うと全国一斉の取り組みとして行われたもので、14
日に市内北野線（桜並木駐車場通り）歩道植え込み
の除草、16 日に国道 105 号（西木庁舎前から八津周辺）
のゴミを拾い集めました。

民生児童委員クリーンアップ

北
野
線
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を
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う
委
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の
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ん

▲

　6 月 14 日、文学館ボランティア「やさいの花」に
よる第 3 回目の朗読公演「梅の蕾」が仙北市総合情
報センターで開催されました。
　「やさいの花」は文学作品の朗読をするボランティ
アで、当日は、「梅の蕾（吉村昭）」のほか、「手紙（樋
口了一）」、「紫陽花（花のレクイエムより）」、「命（時
に海を見よより）」など内容豊かな文学作品で 30 人
を超える聴衆の皆さんを魅了しました。

event
文学館ボランティア「やさいの花」

朗読公演「梅の蕾」開催

6/14
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event
民生委員・児童委員の日
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　平成 24 年度第 63 回秋田県民体育大会兼ノースジャ
パンカップ大会が 6 月 3 日に生保内カヌー競技場で
開催されました。
　今回の大会には地元カヌーチーム「ＥＬＫＪＡＰ
ＡＮ」の選手をはじめ、青森県、岩手県、山形県か
らも選手が参加しました。大会はコース上に指定さ
れたポールを通るスラローム競技、コースを一気に
下るワイルドウォーター競技など、2 種目 5 競技を行
いました。
　白波の立つ急流やよどみのあるコースを、選手た
ちは手に持つパドルを巧に操りながらゴールを目指
していました。

event
秋田県民体育大会カヌー競技

生 保 内 カ ヌ ー 競 技 場 で 開 催
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急流に挑む選手

　6 月 8 日、9 日に生保内小学校を主会場に「第 77
回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会」が開催
されました。
　臨床・基礎・公衆衛生医学者、技師、鍼灸師、理学者、
社会学者、関連領域の従事者からなる伝統ある学会
ということもあり「地球のめぐみ－温泉の安全な活
用を科学する－」をテーマに開催された今回の総会・
学術集会へは、全国から大勢の関係者が会場に訪れ
ました。
　期間中は温泉、気候、物理医学を通じた、疾病治療・
予防、健康保持・増進についてシンポジウム、パネ
ルディスカッション、研究成果展示が行われました。
　また、6 月 10 日には田沢湖総合開発センターで日
本温泉気候物理医学会と仙北市医療協議会が主催する

「地球のめぐみ、温泉の活用を目指して」と題した市民
公開講座も行われ、活発な議論が繰り広げられました。

event
第 77 回日本温泉気候物理医学会

総 会 ・学 術 集 会 開 催

6/8～10

大湯リハビリ温泉病院理事長　小笠原真澄先生の「温泉
を健康のために」、門脇市長の「温泉を活かした地域づ
くり」の講演のあと、西明寺診療所長の市川晋一先生の
コーディネートでパネルディスカッションが行われまし
た。
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　角館中学校体育館で第 8 回オープントーナメント
武心会実戦空手道選手権大会兼第 6 回東北ウエイト
制ジュニア実戦空手道選手権大会（実戦空手道武心
会主催）が 6 月 3 日に開催されました。
　昨年に引き続き東日本大震災チャリティー大会と
銘打って行われたこの大会には、幼児の部から一般
上級（無差別級）まで 238 人の選手が東北各県や東
京都から参加しました。会場では日頃の鍛錬の成果
を競い合いあう選手たちに、父兄や仲間から大きな
声援が送られました。

event
空手道選手権大会

2 3 8 人 が 熱 戦 を 展 開
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第 6 回東北ウエイト制ジュニア空手道選手権大会

小学 1・2 年女子　　  敢闘賞　千葉 麗花（神代小）
小学 3 年男子軽量級　第 3 位　高橋 慶多（西明寺小）
小学 4 年男子軽量級　準優勝　畠山 幸輝（角館小）
小学 6 年男子重量級　優勝　　田川 礼　  （角館小）
小学 6 年男子重量級　準優勝　加藤 祐樹（角館小）

第 8 回オープントーナメント武心会空手道選手権大会

中学女子軽量級　　　準優勝　湯澤 瑠奈（角館中）
中学男子軽量級　　　優勝　　木元 美禪（角館中）
中学男子重量級　　　準優勝　畠山 勇輝（角館中）
高校・一般女子　　　優勝　　湯澤 花梨奈（角館高）
一般上級無差別級　　敢闘賞　田川 悟　  （角館町雲然）

大会成績（武心会角館選手）　敬称略

激しい試合に、大きな声援が送られました。
　6 月 10 日、ルポール麹町（東京都千代田区）を会
場に、第 26 回東京田沢湖会総会が開催され、約 100
人が出席しました。
　総会では、平鹿会長が「更なる会員相互の親睦を
図るため、若者の加入を促進し、ふるさとのために
活動していきたい」と話しました。
　総会に引き続いて行われた懇親会では、出席者が
互いの近況や懐かしい思い出話に花を咲かせ、ふる
さと秋田の民謡にあわせて踊り出すなど、会場は大
いに盛り上がりました。
　また、仙北市産の野菜や山菜、漬け物やおやきな
どが例年どおり販売され、ふるさとの味を懐かしむ
方々により即完売となりました。

思 い 出 話 に 花 が 咲 く

event
第 26 回東京田沢湖会総会6/10
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　6 月 12 日に行われた FIFA ワールドカップブラジル
アジア地区最終予選「オーストラリア×日本」の試
合に合わせ、グランデールガーデンを会場に、サッ
カー日本代表応援交流会が開催されました。
　これは仙北市企業等連絡協議会と仙北市 NPO 法人
連絡協議会が共同で立ち上げた仙北市交流事業検討
委員会（田中裕雅代表）が主催したもので、仙北市
内外の男女合計約 120 人が参加しました。
　参加者は「仙北市内でこれだけの男女が集まるイ
ベントがあるとは驚いた。交流の輪が広がって楽し
かった」などと話し、田中代表は「仙北市を活気づ

event
仙北市交流事業検討委員会

サッカー応援通じて交流広げる

6/12

サ
ッ
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ー
独
特
の
応
援
と
歓
声
で
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

け、若者の出会いの場を作りたいとの思いで実施し
た。今後も盛り上がるイベントを検討していきたい」
と今後の意欲を語りました。
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福

 国
　保

福

８月１日から
新たに「小学生も対象」となります

CHECK！

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

　
　
　
更
新
と
交
付
の
お
知
ら
せ

現
在
お
使
い
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す
（
一
部
受

給
者
を
除
く
）。
８
月
１
日
か
ら
新
た
に
対
象
と
な
る
小
学
生
の
お
子
さ
ん
の
受
給
者

証
も
交
付
し
ま
す
。

　

現
在
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
更

新
が
必
要
な
方
と
、
新
た
に
対
象
と
な
る

小
学
生
の
世
帯
現
況
届
を
提
出
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
方
に
は
、
７
月
中
旬
に
申
請

書
を
同
封
し
た
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
を
お
持
ち

で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
更
新
の
通
知
は
お
送
り
し

ま
せ
ん
。

【更新日程】
日にち 対象地区 場所 時間

7 月 24 日（火）
上桧木内・桧木内 桧木内出張所 午前 9 時～午後 5 時

西明寺 西木庁舎

午前 9 時～午後 7 時
7 月 25 日（水）

田沢・生保内 田沢湖庁舎

神代 神代出張所

7 月 26 日（木）
角館

角館西側庁舎
7 月 27 日（金）

7 月 28 日（土）
市内全地区 午前 9 時～午後 4 時

7 月 29 日（日）

※上記日程以外での更新または申請、交付の手続きは行いませんので、忘れ

ずに手続きをしてください。

※お住まいの地区以外での更新または申請、交付を希望される方は、通知が

届きましたら、7 月 20 日（金）まで市民課国保年金係へご連絡ください。

※当日の会場は混雑する時間帯が多々ありますので、通知に同封してありま

す申請書は必ず記入をして、お持ちくださるようお願いします。

時間延長

しました。

　新たに対象となる小学生のお子さんが

いる世帯に、世帯現況届の提出をお願いし

ています。世帯現況届の提出がなければ、受

給者証の交付ができませんので、まだ提出して

いない方は至急提出くださいますようお願いします。

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
乳
幼
児
お

よ
び
小
学
生
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

等
、
高
齢
身
体
障
害
者
お
よ
び
重
度
心
身

障
害
（
児
）
者
の
心
身
の
健
康
保
持
と
生

活
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、
医
療
費
の
保

険
適
用
分
の
自
己
負
担
相
当
額
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に
か
か
る
費
用

は
、
秋
田
県
と
仙
北
市
が
負
担
す
る
も
の

で
す
。

【
乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生
】
…
生
ま
れ
た

日
か
ら
小
学
校
修
了
年
度
の
３
月
31
日
ま

で【
母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
】
…
母
子
・

父
子
家
庭
と
な
っ
た
日
か
ら
満
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

（
例
え
ば
、
７
月
３
日
で
満
18
歳
に
な
っ

た
人
は
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
）

【
重
度
心
身
障
害
（
児
）
者
】
…
身
体
障

害
者
手
帳
１
～
３
級
を
持
っ
て
い
る
方
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
方

【
高
齢
身
体
障
害
者
】
…
65
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
手
帳
４
～
６
級
を
持
っ
て
い
る

方
（
社
会
保
険
本
人
を
除
く
）

※
重
度
心
身
障
害
（
児
）
者
以
外
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
重
度
心
身

障
害
者
で
あ
っ
て
も
社
会
保
険
本
人
の
場

合
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生
の
自
己
負
担
の

補
助
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

①
受
給
者
は
、
医
療
機
関
で
自
己
負
担

　

分
の
半
額
を
負
担
。
た
だ
し
、
上
限

　

は
１
０
０
０
円　

（
１
医
療
機
関
、
１

　

カ
月
ご
と
、
入
院
・
外
来
別
）

②
０
歳
児
は
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
は

　

な
し
。

③
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
は
医
療
機

　

関
で
の
自
己
負
担
は
な
し
。

　

福
祉
医
療
制
度
に
該
当
す
る
が
申
請
を

し
た
こ
と
が
な
い
、
受
給
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
る
の
に
７
月
中
に
更
新
の
通
知
が
届
か

な
い
、
な
ど
の
方
は
、
８
月
１
日
以
降
に

市
民
課
国
保
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
43
）
３
３
０
７

福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
～
医
療
費
の
自
己
負
担
を
補
助
し
ま
す
～

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

か
ら
74
歳
の
方
が
お
持
ち
の
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
更
新
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
受
給
者
証
は
７
月
下
旬
に
自

宅
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
、
医

療
機
関
へ
受
診
の
際
は
、
新
し
い
受
給
者

証
を
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
も
更
新
に
な
り
ま
す
。
該

当
と
な
る
方
に
は
申
請
書
を
併
せ
て
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以
降
に
各
庁
舎

国
保
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

70
歳
未
満
の
方
で
「
国
民
健
康
保
険
限

　

度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
国
民
健

　

康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

　

額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
更
新
が

　

必
要
で
す

　

70
歳
未
満
で
８
月
１
日
以
降
も
入
院
の

予
定
が
あ
る
方
は
、「
国
民
健
康
保
険
限

度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
入
院
に
か

か
る
医
療
費
の
減
額
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
各
庁
舎
国
保
担
当
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

　

税
率
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
で
は
平
成
23
年
3
月
に

策
定
し
た
「
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
事
業

運
営
安
定
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画
期

間
中
、
一
般
会
計
か
ら
の
支
援
に
よ
り
財

政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
平
成
23
年
度
は
、
国
保
の
医
療
費
が

計
画
に
基
づ
く
推
計
よ
り
も
抑
制
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
単
年
度
で
黒
字
決
算
と
な
る

見
込
み
で
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
24
年
度

の
国
保
税
の
税
率
は
据
え
置
く
こ
と
と
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
7
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る

国
保
税
の
納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
43
）
３
３
０
７

見　本

見　本

見　本

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の

　
　
　
　
　
　
更
新
が
あ
り
ま
す
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後期
高齢

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
の

　

「
保
険
証
」
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

75
歳
以
上
の
方
（
一
定
の
障
害
の
あ
る

方
は
65
歳
以
上
）
が
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
（
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
）
が
新

し
く
な
り
、
７
月
下
旬
に
加
入
者
の
皆
様

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
１
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

保
険
証
は
、
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
、

自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
と
３
割
の
方

が
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
８
月
１
日
か

ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
有
効
期
限

を
過
ぎ
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
市
役
所
窓
口

に
返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で
裁

断
す
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
有
効
期
限
】

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
７
月
31
日
ま
で
（
１
年
間
）

※
７
月
下
旬
に
、
ご
自
宅
へ
送

付
さ
れ
ま
す
。

新しい保険証

【
有
効
期
限
】

平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で

◆
注
意

８
月
１
日
か
ら
は
、
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

現在お持ちの保険証

　

現
在
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
」 

を
お
持
ち
の
方
へ

　

平
成
23
年
中
の
所
得
で
、
世
帯
員
全
員

が
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
食
事
代
と
１
カ
月
の
医
療
費
自

己
負
担
限
度
額
が
減
額
に
な
る
「
限
度
額

適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
世

帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯

の
方
に
つ
い
て
は
、
8
月
1
日
か
ら
有
効

と
な
る
「
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
保
険
証
と
一
緒
に
送
付
し

ま
す
。
送
付
さ
れ
た
方
は
、
新
し
い
証
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
交
付
を
受
け
て
い
な
い

方
、
ま
た
は
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

方
で
、
８
月
１
日
か
ら
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
決
定
通
知

　

や
納
付
書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

　

平
成
23
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
確
定
し

た
、
平
成
24
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
や
納
付
書

を
、
7
月
中
旬
に
加
入
者
の
皆
様
に
送
付

し
ま
す
。

　

保
険
料
の
徴
収
方
法
に
は
年
金
額
や
介

護
保
険
料
等
の
状
況
に
よ
り
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
徴
収
）
と
普
通
徴
収
（
口

座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
徴
収
）
が

あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
を

　

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
原
則

と
し
て
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
税
務
課
や
各
地
域

セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
窓
口
で
納
付
方
法
変

更
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

特
別
徴
収
や
納
付
書
に
よ
る
徴
収
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

随
時
手
続
き
は
可
能
で
す
が
、
時
期

に
よ
っ
て
は
直
ち
に
口
座
振
替
へ
の
切
替

え
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
市
内
金
融
機
関
で
口
座
振
替
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
の

　

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
県
内

の
加
入
者
全
員
に
等
し
く
納
め
て
い
た
だ

く
「
均
等
割
額
」
と
、
加
入
者
本
人
の
基

礎
控
除
後
所
得
に
応
じ
て
納
め
て
い
た
だ

く
「
所
得
割
額
」
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得

の
低
い
世
帯
の
方
は
、
世
帯
主
お
よ
び
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
下
記
表
の
と

お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
に
つ
い
て
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
均
等
割
額
】
３
万
９
７
１
０
円

【
所
得
割
額
】　

基
礎
控
除
後
の
被
保
険
者

本
人
の
総
所
得
金
額　

× 

８
・
07
％

【均等割額の軽減】

世帯主および被保険者の総所得金額が下記基準を超えない世帯 軽減割合 均等割額

330,000 円（基礎控除額） 8.5 割 5,956 円

被保険者全員の年金収入 80 万円以下で、　その他

各所得がない
9 割 3,971 円

330,000 円＋ 245,000 円×被保険者の数（世帯主である被保険者

を除く）
5 割 19,855 円

330,000 円＋ 350,000 円×被保険者の数 2 割 31,768 円

【所得割額の軽減】

被保険者本人の総所得金額等（基礎控除後） 軽減割合

58 万円以下（年金収入のみの場合は 153 万円～ 211 万円以下） 5 割

【職場の健康保険等の被扶養者であった方の軽減】

該当する方の条件等 軽減割合 均等割額

後期高齢者医療に加入する前日に、職場の健康保険等の被扶養者

であった方
9 割 3,971 円

＜注意＞ 国民健康保険（国保）と国民健康保険組合（国保組合）に加入されていた方は、軽減措置の対象に

なりません。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
の
特
許

が
切
れ
て
か
ら
同
じ
有
効
成
分
を
使
っ
て

作
ら
れ
た
お
薬
で
す
。
効
き
目
や
安
全
性

も
確
認
さ
れ
、
価
格
も
新
薬
に
比
べ
て
一

般
的
に
安
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
医
療
費

の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
す
べ
て
の
医

薬
品
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
使
用
に
つ
い

て
は
、
お
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
と
相

談
し
な
が
ら
賢
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

健
康
診
査
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知

る
大
き
な
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
だ
け
で

な
く
、
健
康
・
生
活
管
理
に
も
役
立
ち
ま

す
。

　

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

お
薬
手
帳
に
は
、
病
院
な
ど
か
ら
処
方

さ
れ
た
お
薬
、
薬
局
な
ど
で
購
入
さ
れ
た

お
薬
の
名
前
や
飲
む
量
、
回
数
な
ど
が
記

録
さ
れ
ま
す
。
過
去
に
自
分
が
ど
の
よ
う

な
お
薬
を
服
用
し
た
か
確
認
し
た
り
、
他

の
医
療
機
関
か
ら
お
薬
を
も
ら
う
と
き
に

も
、
お
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い

て
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

【
制
度
運
営
全
般
】
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

業
務
課　

０
１
８
（
８
５
３
）
７
１
５
５

　

【
各
種
申
請
・
届
出
】
仙
北
市
役
所
市
民
課　

国
保
年
金
係　

（
43
）
３
３
０
７　

　

【
保
険
料
の
算
定
・
金
額
・
納
め
方
】
仙
北
市
役
所
税
務
課　

市
民
税
係　

（
43
）
１
１
１
７

見　本
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４

１

２

３７ ５

６

　平成 24 年 7 月 9 日から下記のように変わります。

◆住民基本台帳カード（住基カード ) が継続利
用できるようになります。
　これまでは市外へ転出すると住基カードは失効し
ましたが、改正後は新しい市町村でも住基カードの
継続利用が可能となります。

◆外国人住民の方にも住民票が作成されます。
【住所変更をするとき】

転出（仙北市から他の市町村へ引っ越しするとき）
…仙北市で 転出届を行い「転出証明書」の交付を受
けてください。

転入（今まで住んでいた市町村から仙北市に引っ越
して来たとき）…在留カードまたは特別永住者証明
書と「転出証明書」を持って、仙北市で転入届をし
てださい。

転居（仙北市内で引越しをしたとき）…在留カード
または特別永住者証明書を持って、転居届をしてく
ださい。
●問合せ／市民課市民係　 43-3307

住民基本台帳法の改正と
外国人登録法の廃止

　新（増）築した建物について、税務課による「家
屋調査（訪問調査）」を実施しています。これは固定
資産税課税の基礎となる課税標準額算定のために実
施するものです。
　建物を新（増）築された方や、以前に建設した建
物でまだ調査を受けていない家屋を所有されている
方は、税務課までご連絡をお願いします。

【家屋調査時に準備して頂くもの】
◆間取り図（建築確認申請に添付した平面図など）
※調査は、一般的な家屋の場合で 1 時間程度です。

【建物の取り壊しをされた方】
　建物の取り壊しをされたときは、早めに最寄りの
市役所窓口へ「建物取り壊し申請書」を提出してく
ださい。
※用紙等は各窓口のほか、仙北市ホームページから
もダウンロードできます。

【平成 23 年以前に建築された未調査家屋等につ
いて】
　建物に貼られている家屋調査済証のシールが確認
できない場合は、お伺いして事情をお聞きする場合
があります。その結果、未調査家屋の場合は改めて
調査させて頂きます。
●家屋調査日程／土・日・祝日を除く 9：00 ～ 16：00

7 月 2 日～ 8 月 3 日…角館地区
8 月 6 日～ 8 月 31 日…西木地区
9 月 3 日～ 10 月 5 日…田沢湖地区
10 月 9 日以降…市内全域

※上記日程はあくまで目安です。あらかじめご都合
の良い日がありましたら予定した地区以外の方でも
ご連絡ください。
●問合せ／税務課　 43-1117

家屋調査にご協力ください

　市民会館は、先月改修工事を終えて、6 月 20 日か
ら利用を再開しました。
　市民の皆さんには、ご不便とご迷惑をおかけした
ことをお詫びします。
　これからも各種の催しを予定しておりますので、
皆さんのご来場をお待ちしております。
●問合せ／仙北市民会館　 43-3143

市民会館の利用再開について

●配信される情報／◆防災情報　◆安心情報　◆子育て情報　◆学校情報
●空メールで簡単登録！／ toroku@anshin.city.semboku.akita.jp　へ空メールを送信してください。
　返信されるメールの内容に従って本登録を行ってください。
●仙北市安全・安心住民情報からも登録できます。　http://anshin.city.semboku.akita.jp
●問合せ／総合情報センター　 43-3339

仙北市安全・安心メールに
ご登録ください！

●募集期間／ 7 月 2 日（月）～ 20 日（金）
●募集住宅／【公園南一号団地Ｄ】（築 4 年）
　 住所：田沢湖生保内字武蔵野 105-1058
　 規格：戸建て　3LDK　 階数：2 階　 月額家賃：
　27,200 円から（所得額による）　 月額駐車料金：
　家賃に含む（1 台分のみ）
　※入居時に月額家賃の3カ月分の敷金の納付、連帯
　保証人が必要となります。
　※暖房器具は、湿気防止のため屋外給排気式（FF 等）
　または電気ストーブを使用していただきます。
　※申し込みは 1 世帯 1 戸限りです。
●入居資格／次の①～⑤までの条件にすべてあては
　まること。
　①現に同居し、または同居しようとする親族があ
　　ること。（婚姻の予約者を含む）
　②入居希望者の月額所得合計が 158,000 円以下で
　　あること。ただし、小学校就学前の子どもがい
　　る世帯は 214,000 円以下であること。
　③現に住宅に困窮していることが明らかな者であ
　　ること。
　④市税を滞納していない者であること。
　⑤暴力団員でないこと。
　※昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方は単身入居
　可能です。
　※市外在住の方でも入居可能です。
　※不明な点がありましたら事前に都市整備課へご
　連絡ください。
●申込方法／申込書に必要事項を記入し必要書類を
　添えて、募集期間内に提出してください。（当日必着）
●提出先・申込書設置場所／都市整備課（西木庁舎）、
　田沢湖地域センター、角館地域センター
●添付書類／
　①入居希望者の世帯の住民票謄本 1 通（省略事項
　　のないもの・婚姻予定者等は各 1 通）
　②入居希望世帯の市県民税世帯証明書 1 通（また
　　は過去１年間の所得を証明する書類）
　③入居希望者全員の納税証明書各1通（学生は除く）
　※いずれも市役所窓口で発行しています。（手数料
　が掛かります）
●選考方法／応募者多数の場合、書類審査のうえ公
　開抽選（申込人によるくじ引き）を行います。
　【抽選日時】7 月 27 日（金）14：00
　【抽選場所】西木総合開発センター2階　農林研修室
●入居時期／ 8 月 3 日（金）から入居可能です。
●問合せ／都市整備課　住宅公園係　 43-2295

市営住宅入居者募集

　市長が地域の皆さんと話し合い、今後のまちづく
りに反映させるためまちづくり懇談会を開催します。
　次の 3 カ所で開催しますので、お誘い合わせのう
えぜひご参加ください。
●日時・会場／
　 7 月 10 日（火）18：30 ～　雲沢集落センター
　 7 月 17 日（火）18：30 ～　桧木内地区公民館
　 7 月 19 日（木）18：30 ～　田沢交流センター
●問合せ／総務課　文書広報係　 43-1111

「まちづくり懇談会」を開催します

　今年度の仙北市成人式は、8 月 15 日（水）午後 2
時から仙北市民会館で行います。
　該当者は平成 3 年 4 月 2 日～平成 4 年 4 月 1 日生
まれの方々です。
　該当する方々には 7 月中旬に案内を送付しますが、
送付されなかった方は生涯学習課にお問い合わせく
ださい。
　なお、仙北市の中学校を卒業した方で転出してい
る方につきましては、中学校卒業時の住所へ送付し
ます。
●問合せ／教育委員会生涯学習課　 43-3383
　FAX54-1727

仙北市成人式
８月１５日に開催します

12Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく13

市役所からのお知らせ　Information

総務課　 43-1111
田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147
角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309
西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　

田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351
神代出張所（サポートセンター）　 43-1352
桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001
上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

市役所からの
　　お知らせ 仙北市ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/
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図書館
　情報局
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田沢湖図書館　　 43-1307
　 休 2 日（月）、9 日（月）、16日（月・海の日）、17日（火・振替休館）、
23日（月）、30日（月）
学習資料館　　 43-3333
　 休 2 日（月）、9 日（月）、16日（月・海の日）、17日（火・振替休館）、
23日（月）、30日（月）、31日（火・月末整理休館）

イベント交流館（新潮社記念文学館）　　 43-3333
　休 2 日（月）、9日（月）、17日（火・振替休館）、23日（月）、30日（月）

　親子自然体験教室
　
　豊かな自然に恵まれた田沢湖畔を会場に、親子でキャンプやカヌー
を体験しませんか。夏の思い出にアウトドアライフを一緒に楽しみ
ましょう。
◆実施日：7 月 23 日（月）14：00 ～ 24 日（火）12：00（1 泊 2 日）
◆会場：田沢湖キャンプ場
◆指導者：田沢湖自然体験センター　佐藤裕之　　
◆対象：仙北市在住の小学 4 年生以上の親子（保護者）
◆参加料：1 人 3,000 円（1 組 6,000 円）
※朝夕 2 食・宿泊代・カヌー体験料込み
◆持ち物／寝具・着替え等
◆定員：20 人（10 組）
◆受付：7 月 17 日（火）17：00 まで（平日のみ）

　ふれあい陶芸教室

　童心に返り粘土を触っていると心が癒さ
れ、時が経つのも忘れてしまいます。また、
陶芸は老若男女すべての人が生涯楽しめる大
変実用的な趣味です。親子でものづくりの楽
しさや参加者どうしの交流を楽しんでみませ
んか。
　手作りだから世界にひとつ。夏休みに思い
出の１品を作ってみましょう。
◆実施日：
　① 8月1日（水）型作り～自然乾燥
　② 10 日（金）素焼き
　③ 16 日（木）釉薬かけ～本焼き
　④ 20 日（月）窯出し～受取
◆会場：1 回目／田沢湖総合開発センター　
　2 回目以降／西木公民館
◆受講料：500 円（材料代）
◆定員：20 人
◆受付：7 月 25 日（水）17：00 まで（平日のみ）

　募集中の講座紹介
　ハイキング登山（市民登山・親子登山）

◆実施日：① 7 月 27 日（金）　② 8 月 8 日（水）　③ 9 月 25 日（火）

各種講座・教室の問い合わせ・お申し込みは、

●（代表）：田沢湖公民館　 43-1061 　●角館公民館　 54-1110　●西木公民館　 47-3100

公民館講座のご案内
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田沢湖図書館

今月のオススメ情報

『きみたちに読んでほしい』
　青春・恋愛・友だち・親子・学校…
悩んだり、笑ったりする日常のなかで、若い君達に
読んでほしい本のコーナーを作りました。
　お父さん、お母さんもご一緒に読んでみてくださ
い。

学習資料館

新潮社から寄贈された図書を
紹介します

「日本の聖域 偽装の国」「選択」編集部／「焦土か
らの再生」井上亮／「経営学を「使える武器」にす
る」高山信彦／「幼少の帝国」阿部和重／「太田和
彦の居酒屋味酒覧〈第三版〉」太田和彦／「ヴェネツィ
ア物語」塩野七生／「茶碗と茶室」樂吉左衞門／「ほ
んとうの診断学」海堂尊／「髑髏となってもかまわ
ない」山折哲雄／「未完のファシズム」片山杜秀／

「ミッドウェー海戦　第一部　知略と驕慢」森史朗
／「ミッドウェー海戦　第二部　運命の日」森史朗
／「説き語り 中国書史」石川九楊／「文明が衰亡
するとき」高坂正堯／「とうへんぼくで、ばかった
れ」朝倉かすみ／「尋ね人」谷村志穂／「勝ち逃げ
の女王」垣根涼介／「21 世紀の世界文学 30 冊を読
む」都甲幸治／「いつか、この世界で起こっていた
こと」黒川創／「トガニ」孔枝泳／「ブルックリン・
フォリーズ」ポール・オースター／「女が嘘をつく
とき」リュドミラ・ウリツカヤ
●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

『「すてきな絵本がいっぱい」のコーナー
模様替えしました！』
　今度のオススメは「海外秀作絵本」
　名作とオリジナル、どちらもすてきです。
　お休みの日には親子でページをめくりませんか。

7 月 21 日  土    10：00 ～ 12：00
「おはなし玉手箱」です！

みんなできてね。

秋田県公文書館巡回展
「武士の日記を読む」展

　平成 20 年度に秋田県公文書館で行われた「武士
の日記を読む」展の一部が、巡回展として新潮社記
念文学館で開催されます。
　初代秋田藩主佐竹義宣の側近として、院内銀山奉
行・久保田町奉行・勘定奉行・家老などを歴任した
梅津政景（1581-1633）の日記など、公文書館が所
蔵する秋田藩士の日記を、当時の国内の重大事件・
秋田や仙北市ゆかりの出来事を記した部分とともに
紹介します。また佐竹北家当主などによる日記「佐
竹北家日記」も特別展示します。
　貴重な古文書をこの機会にぜひご覧ください。
●会期／ 7 月 29 日（日）まで
●開館時間／ 9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
●入館料／大人 300 円（仙北市民は無料です）
●休館日／月曜日（7/16 は開館、7/17 は振替休館）
●問合せ／仙北市総合情報センター　 43-3333
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今から一歩

ともに歩き出そう

仙北市の男女共同参画

仙北市第二次男女共同参画計画　概要版

（平成 24 年度から 28 年度）

特集保存版

仙北市男女共同参画推進委員会
（事務局：企画政策課） 43-1112

　

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、「
オ
ト
コ
」
だ
か
ら
、「
オ

ン
ナ
」
だ
か
ら
と
、
自
分
の
や
り
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こ
と
や
好
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な
こ
と
を
我
慢
し
た
り
、
選
択
の
幅
を
狭
め
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。 

性
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わ
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ず
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み

ん
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能
力
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揮
で
き
る
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会

が
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男
女
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同
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画
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。

　

仙
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市
第
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次
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同
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計
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を
つ
く
り
、
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学
生
納
付
特
例
の
対
象
者
は
？

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生
に
対
し
て
は
、

申
請
に
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っ
て
在
学
中
の
保
険
料
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納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
生
と
は
？

　

学
生
納
付
特
例
で
い
う
学
生
と
は
、
大

学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
学
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で
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間
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時
制
課
程
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信
課
程
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ま
れ
ま
す
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、
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つ
い
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修

業
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限
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都

道
府
県
知
事
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認
可
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け
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学
校
に
限

り
、
ま
た
海
外
大
学
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日
本
分
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に
つ
い

て
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部
科
学
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臣
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別
に
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定
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課
程
に
限
り
ま
す
。

　
所
得
基
準
は
？

　

学
生
納
付
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に
は
所
得
基
準
が
あ

り
、
本
人
の
所
得
が
次
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額
以
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合

に
対
象
と
な
り
ま
す
。

１
１
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＋
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＋
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会
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険
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申
請
者
本
人
の
み
の
所
得
を
み
る
た

め
、
本
人
以
外
の
家
族
の
所
得
は
問
い
ま

せ
ん
。

　
年
金
と
の
関
係
は
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
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に
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国
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困
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ん
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
制
度
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認
を

受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
同
様
に
障
害
基
礎
年
金
の

支
給
要
件
と
な
る
対
象
期
間
に
含
ま
れ
ま

す
。

　
申
請
書
の
提
出
先
は
？

　

申
請
書
の
提
出
先
は
、
住
民
登
録
し
て

い
る
市
区
町
村
の
窓
口
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
在
学
す

る
大
学
等
の
窓
口
で
も
申
請
手
続
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
等
の
窓
口
で
申
請
手
続
を
行
う
た

め
に
は
、
在
学
す
る
大
学
等
が
学
生
納
付

特
例
事
務
法
人
の
指
定
を
受
け
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
必
要
な
添
付
書
類
は
？

◆
年
金
手
帳

◆
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
な
ど
の

　

写
し
）

◆
前
年
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
書
類

◆
退
職
（
失
業
）
し
た
人
が
申
請
を
行
う

　

場
合
は
、
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を

　

確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給
者

　

証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

　

写
し
）

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
前
に
生
じ

た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ

い
て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
だ
よ
り

国民年金だより

１２

３４

５

６
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観
光
産
業
や
農
林
業
、
商
工
業
な
ど
自

営
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
確
立

高
い
高
齢
化
率
と
人
口
減
少

育
児
や
介
護
を
支
援
す
る
環
境
の
充
実

今から一歩
ともに歩き出そう男女共同参画特集

　

ど
の
地
域
で
も
昔
か
ら
様
々
な
慣
習
・
し

き
た
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
長

い
歴
史
の
中
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
的
文
化
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、「
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
」

の
押
し
付
け
や
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

な
ど
の
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
基

づ
く
慣
習
・
し
き
た
り
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
を
妨
げ
る
大
き
な
要
因
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
秋
田
県
の
県
民
性
と
し
て
、

大
き
な
変
化
を
好
ま
な
い
安
定
志
向
が
強
く

あ
り
、
開
放
性
に
欠
け
る
面
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
仙
北
市
で
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

仙
北
市
は
「
観
光
産
業
を
活
か
し
た
北
東

北
の
交
流
拠
点
都
市
を
め
ざ
し
て
」
と
将
来

像
を
掲
げ
て
い
て
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が

こ
こ
を
訪
れ
る
人
々
と
交
流
を
深
め
、
心
身

を
癒
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
性
別
に
関
わ
ら
ず

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
見
た

仙
北
市
の
特
性
と
課
題

こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
よ
り
住
み
や

す
い
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

慣
習
・
し
き
た
り
を
考
え
な
お
し
、
男
女
が

対
等
な
立
場
で
意
見
を
交
わ
し
、
意
思
決
定

の
場
に
自
分
の
意
思
で
参
画
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
と
、
お
互
い
に
認
め
合
う
こ
と

が
で
き
る
意
識
の
定
着
が
必
要
で
す
。

（
※
用
語
説
明 

P20 

）

家
庭
や
地
域
の
慣
習
・
し
き
た
り
の
再

考
と
意
識
改
革

　

観
光
産
業
や
農
林
業
、
商
工
業
で
は
、
女

性
が
担
い
手
と
し
て
、
男
性
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
産
業
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、観
光
産
業
を
支
え
る
商
業
、飲
食
店
・

宿
泊
業
に
従
事
し
て
い
る
女
性
も
多
く
、
男

女
の
比
率
を
み
て
も
女
性
が
上
回
っ
て
い
ま

す
。
経
営
者
と
し
て
の
女
性
の
役
割
は
大
き

く
、
ま
た
そ
れ
ら
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

女
性
の
活
躍
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
労
働

条
件
や
労
働
環
境
の
さ
ら
な
る
整
備
・
充
実

と
と
も
に
、
経
営
や
事
業
運
営
に
も
男
女
が

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
参
画
し
、
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
農
林
業
で
は
、
そ
の
経
営
に
女
性

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で
い
る
の

は
、
平
成
22
年
度
末
現
在
25
家
族
で
、
平
成

19
年
度
末
の
18
家
族
よ
り
わ
ず
か
に
増
え
て

は
い
ま
す
が
、
未
だ
労
働
条
件
が
整
備
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

仙
北
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
平
成
23

年
７
月
１
日
現
在
で
９
８
８
３
人
、
高
齢
化

率
は
33
・
８
％

（
※
１
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
を
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
推
計
す
る
と
、
仙
北
市
の
高

齢
化
率
は
平
成
37
年
に
は
40
％
に
達
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
婦
の
い
る
一
般
世
帯
で
の
夫
婦

と
も
に
就
業
し
て
い
る
世
帯
は
３
８
０
８
世

帯
で
、
そ
の
割
合
は
55
・
63
％
（
秋
田
県
：

50
・
83
％
、
全
国
：
44
・
35
％
）（

※
２
）

と
共

働
き
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
千
人
当
た
り
出
生
率
に
つ
い
て
は
、

６
・
２
人
（
秋
田
県
：
６
・
４
人
、
全
国
：
８
・

５
人
）（

※
３
）

と
低
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

間
近
に
迫
っ
て
い
る
本
格
的
な
高
齢
社
会

を
支
え
る
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
、
深
刻
な

人
口
減
少
が
続
く
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仙
北
市
の
人
口
は
平
成
22
年
国
勢
調
査
で
は
、

２
万
９
５
６
８
人
で
す
が
、
現
在
の
減
少
ペ
ー

ス
が
続
く
と
、
平
成
47
年
に
は
１
万
人
台
に

ま
で
落
ち
込
む
推
計
が
で
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
男
女
が
共
に
い

き
い
き
暮
ら
せ
る
家
庭
や
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
育
児
・
介
護
の
支
援
事
業
の

充
実
や
育
児
・
介
護
休
業
の
と
り
や
す
い
職

場
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
女
性
に
介

護
や
子
育
て
の
負
担
を
偏
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

男
性
も
介
護
や
子
育
て
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
1　

高
齢
化
率
：
国
の
総
人
口
に
占
め
る
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
人
口
の
割
合
。
秋
田
県
長

寿
社
会
課
発
表
「
秋
田
県
の
高
齢
化
率
」
よ
り

※
2　

平
成
17
年
国
勢
調
査
よ
り

※
3　

平
成
21
年
人
口
動
態
統
計
よ
り

①
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
々
が
様
々
な

活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
条
件
を
整
備

し
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
基

づ
く
慣
習
・
し
き
た
り
に
つ
い
て
、
再
考

や
改
善
に
向
け
て
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
も
っ
た
意
識
を
つ
く
り
出
し
て
い
こ
う
。

②
市
民
に
人
権
尊
重
の
意
識
を
深
く
根
づ

か
せ
る
た
め
の
啓
発
を
進
め
よ
う
。
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
根
絶
す
る
に
は
、
そ
れ

が
人
権
尊
重
の
意
味
か
ら
も
許
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
る
と
の
認
識
を
広
く
社
会
に
徹

底
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
の
啓

発
を
推
進
し
よ
う
。

③
す
べ
て
の
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
、
多
様
な
生
き
方
を
主
体
的
に
選
択

で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
の
各
段
階
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
理
念
を
さ

ら
に
理
解
す
る
よ
う
意
識
の
啓
発
な
ど
を

行
お
う
。
ま
た
、
男
女
が
と
も
に
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
多
様
な
生
き
方

①
市
の
政
策
・
方
針
決
定
へ
の
女
性
の
参

画
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
、
審
議
会
等
委

員
の
女
性
の
参
画
に
つ
い
て
積
極
的
に
進

め
よ
う
。

②
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
や
自
治
会
な
ど
身

近
な
地
域
活
動
に
お
け
る
方
針
決
定
過
程

で
の
女
性
の
参
画
を
促
進
し
よ
う
。

③
仙
北
市
の
「
観
光
産
業
を
活
か
し
た
北

東
北
の
交
流
拠
点
都
市
を
め
ざ
す
」
将
来

像
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
を
取
り
入
れ
て
観
光
に
関
す
る
施
策

を
推
進
し
よ
う
。

④
国
に
よ
る
価
値
観
の
違
い
な
ど
を
認
め

合
い
、
異
文
化
を
尊
重
し
、
お
互
い
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
国
際
交
流
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
諸
外
国
の
情
報
収
集
に

①
男
女
労
働
者
間
の
格
差
を
解
消
す
る
に

は
事
業
所
の
積
極
的
改
善
措
置
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
啓
発
を
進
め
よ
う
。

②
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
仙

北
市
で
は
、
農
林
業
、
商
工
業
な
ど
は
こ

れ
か
ら
も
女
性
は
重
要
な
担
い
手
で
す
。

女
性
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
経
営

に
参
画
で
き
る
よ
う
啓
発
を
進
め
よ
う
。

③
個
人
、
家
庭
、
職
場
の
役
割
に
偏
ら
ず
、

誰
も
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
満
足

感
や
充
足
感
が
得
ら
れ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス（
※
用
語
説
明 

P20 

）
の
と
れ
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
や
施
策
を
推
進
し

よ
う
。

①
女
性
は
妊
娠
、
出
産
を
経
験
す
る
な
ど
、

生
涯
を
通
じ
て
男
性
と
は
異
な
る
健
康
上

の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
か
ら
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）（
※
用
語
説
明 

P20 

）
に
関
す
る
意
識
を
男
性
も
含
め
て
広
く

社
会
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
・
情
報
の
提
供
を

行
お
う
。

②
高
齢
者
介
護
の
負
担
を
家
族
、
特
に
女

性
に
偏
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
た
め
の
施
策
を
進
め
よ
う
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
々
が
そ

の
意
欲
や
能
力
を
発
揮
し
て
社
会
に
参
画

し
、
社
会
を
支
え
る
重
要
な
構
成
員
と
し

て
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
学
習

機
会
や
社
会
参
画
機
会
の
提
供
な
ど
を
行

お
う
。

※
こ
の
計
画
の
期
間
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

平
成
28
年
度
ま
で
の
5
年
間
と
し
ま
す
が
、

内
外
情
勢
の
動
向
や
社
会
状
況
の
変
化
、
国
、

県
の
動
向
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た

意
識
づ
く
り 本

目
標 

と 

基

策
の
方
向

施

 ≪  施策の方向

 ≪  施策の方向

参
画
の
拡
大
と
推
進
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

 ≪  施策の方向
基
本

目
標

家
庭
・
職
場
・
地
域
に
お
け
る
多
様
な

生
き
方
が
選
択
で
き
る
環
境
の
整
備

 ≪  施策の方向

男
女
共
同
参
画
社
会
に
よ
る

健
康
長
寿
社
会
の
実
現

３

基
本

目
標
２

基
本

目
標
１

基
本

目
標
４

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
生
涯
学

習
の
推
進
を
図
ろ
う
。

努
め
、
市
民
に
こ
れ
ら
の
情
報
提
供
を
行

い
な
が
ら
一
層
の
意
識
啓
発
を
図
ろ
う
。
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今から一歩
ともに歩き出そう男女共同参画特集

若
い
世
代
の
パ
パ
た
ち
が
積

極
的
に
子
育
て
に
関
わ
り
、

年
配
の
ご
夫
婦
が
仲
良
く
ス
ー

パ
ー
で
買
い
物
を
し
、
農
家
の
女

性
が
自
分
た
ち
の
力
で
活
動
の
場

を
広
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
む
姿
を
よ

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
が
発
足
し
て
５
年
。
一
人

ひ
と
り
の
意
識
も
こ
の
数
年
で
だ

い
ぶ
変
わ
っ
て
来
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。こ

の
た
び
、
仙
北
市
で
は
第

二
次
男
女
共
同
参
画
計
画

を
策
定
し
、
こ
う
し
て
概
要
版
を

皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。「
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」

と
言
葉
に
す
る
の
は
簡
単
で
す
。

し
か
し
、
社
会
・
学
校
・
家
庭
・

地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
場
で

差
別
さ
れ
た
と
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
不
公
平
と
思
っ
て

も
我
慢
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

こ
の
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
ヒ
ン
ト
に
、
お
互
い
に

認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、
満
足

し
た
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き

る
よ
う
、家
族
や
仲
間
と
話
し
合
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
は
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
や
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
で
き
る
こ

と
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ
、
一
歩
一
歩

す
す
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

用
語
説
明

男
女
共
同
参
画
社
会

　

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ

て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及

び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　

安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
経
済
的
に
自
立
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
仕
事
に
追
わ
れ
心
身
の
疲
労

か
ら
健
康
を
害
し
か
ね
な
い
、
仕
事
と
子
育
て
や

老
親
の
介
護
と
の
両
立
に
悩
む
な
ど
、
仕
事
と
生

活
の
間
で
問
題
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
が
、
働
く
人
々
の
将
来
へ
の
不
安
や

豊
か
さ
が
実
感
で
き
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

お
り
、
社
会
の
活
力
の
低
下
や
少
子
化
・
人
口
減

少
と
い
う
現
象
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
取
組
と
し
て
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

　

１
９
９
４
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
人

口
・
開
発
会
議
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
、

今
日
、
女
性
の
人
権
の
重
要
な
一
つ
と
し
て
認
識

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
中
心
課
題
に
は
、
い
つ
何
人

子
ど
も
を
産
む
か
産
ま
な
い
か
を
選
ぶ
自
由
、
安

全
で
満
足
の
い
く
性
生
活
、
安
全
な
妊
娠
・
出
産
、

子
ど
も
が
健
康
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
り
、
ま
た
、
思
春
期
や
更
年
期
に
お
け
る

健
康
上
の
問
題
等
生
涯
を
通
じ
て
の
性
と
生
殖
に

関
す
る
課
題
が
幅
広
く
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

満
足
し
た
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
す
る
た

め
に
も
、
家
族
や
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

坂本 佐穂 さん（角館町）

profile / さかもと さほ ：仙北市男女共同参画推進委員会会長。平成 13 年度より
秋田県男女共同参画「あきた F・F 推進員」として多方面で活躍中。

地域の災害を想定し、弱者となりがちな
女性・子ども・高齢者への対応について、
男女共同参画の視点で課題を抽出しなが
ら実践的な取り組みを行い、防災面での
地域の実践力向上を図ることを目的に講
座を行い、意識や実践力を高めます。

●日時／ 7 月 9 日（月）13：30 ～ 15：00
●場所／西木温泉ふれあいプラザ「クリ
オン」多目的ホール
●仮題「被災地支援の体験談を聞く」　
講師：NPO 法人秋田パドラーズ　理事長
舩山仁 氏

●日時／ 7 月 14 日（土）13：30 ～ 15：30
●場所／角館交流センター和室
●落語で考える男女共同参画「なんとか・
あくしょん」は男女差別 !?　講師：つる
がしま落語会　千金亭値千金（本名：阪
本真一 氏）

●日時／ 7 月 21 日（土）13：30 ～ 15：30
●場所／角館交流センター多目的ホール
●・ 避 難 所 運 営 ゲ ー ム「HUG（ ハ グ ）」
を使用して避難所運営を擬似体験しよう 

・災害用備蓄品の展示…仙北市の災害用
備蓄品を展示し、非常時に特に役立つ非
常持ち出し品の紹介と説明

●日時／ 7 月 28 日（土）13：30 ～ 15：30
●場所／角館交流センター和室
●仮題「事故・災害時に備えて救命救急
を学び、習得しよう」　講師：大曲仙北
広域市町村圏組合消防本部　角館消防署

※定員／ 7 月 9 日：120 人、そのほか：
50 人　（定員になり次第、募集締め切り） 

●応募先／企画政策課  43-1112

受講者募集中 
仙
北
市
第
二
次
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
会
長
の
坂
本

佐
穂
さ
ん
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
思
い
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

仙北市地域防災連続講座
「みんなで取り組む地域の防災」
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『　
医
療
を
守
る
①　
』仙

北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.42

　

市
立
角
館
総
合
病
院
・
市
立
田
沢
湖
病

院
、
そ
し
て
西
明
寺
診
療
所
・
桧
木
内
診

療
所
・
神
代
診
療
所
・
田
沢
診
療
所
・
田

沢
湖
歯
科
診
療
所
、
こ
れ
ら
は
市
が
運
営

す
る
医
療
機
関
で
、
公
設
の
医
療
機
関
で

す
。
ザ
ク
ッ
と
分
け
る
と
自
治
体
病
院
の

区
分
に
入
り
ま
す
。
一
方
、
仙
北
市
内
に

は
民
間
経
営
の
各
医
院
が
あ
り
、
公
設
の

医
療
機
関
と
連
携
い
た
だ
い
て
、
市
民
の

皆
様
の
健
康
や
命
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
２
つ
の
病
院
の
う
ち
、
田
沢
湖
病

院
は
平
成
15
年
に
改
築
を
終
え
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
は
、
医
師
不
足
か
ら
救
急
病

院
告
示
を
取
り
下
げ
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
度
か
ら
障
害
者
施
設
等
一
般
病
棟
制
度

を
導
入
し
、
入
院
患
者
の
増
加
を
図
り
な

が
ら
経
営
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
昨
年
度
決
算
は
７
千
万
円
以
上
の
純

損
失
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
原
油
製
品

が
高
騰
し
た
こ
と
、
常
勤
医
師
が
少
な
い

た
め
に
診
療
収
入
が
増
加
し
な
い
こ
と
、

こ
れ
ら
が
主
要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
医
療
局
を
中
心
に
医
師
確
保
活

動
を
展
開
し
、
ま
た
田
沢
湖
地
区
の
健
康

と
医
療
を
考
え
る
会
な
ど
が
病
院
と
連

携
し
て
、
学
習
会
を
共
同
開
催
す
る
な
ど

地
域
医
療
の
在
る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

　

角
館
総
合
病
院
は
、
職
員
給
与
費
や
材

料
費
な
ど
で
、
昨
年
度
は
６
千
万
円
以
上

の
経
費
節
減
に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し

入
院
患
者
の
大
幅
な
減
少
で
、
約
４
千
万

円
の
純
損
失
で
す
。
築
後
40
～
50
年
た
っ

て
老
朽
化
は
進
み
、
新
た
な
医
療
機
器
を

導
入
す
る
に
も
手
狭
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
大
仙
・
美
郷
・
仙
北
の
広
域
医
療
圏
の

中
で
、
中
核
病
院
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
困
難
な
状
況
で
す
。

　

角
館
総
合
病
院
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

合
併
以
前
か
ら
何
度
も
議
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
院
内
の
様
々
な
検
討
を
経
て
、

平
成
22
年
の
春
に
新
病
院
基
本
構
想
が

ま
と
ま
り
、
５
月
・
６
月
の
市
議
会
に
そ

の
考
え
方
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
直
後
で
す
。
仙
北
組
合
総
合
病
院

（
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
）
が
、
平
成
26
年
の

開
院
を
目
指
し
て
い
る
情
報
が
入
り
ま
し

た
。　
　
　

《
次
号
に
続
く
》

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
協

力
依
頼
に
は
、
撮
影
候
補
地
の
情
報

提
供
、エ
キ
ス
ト
ラ
紹
介
、出
演
依
頼
、

撮
影
許
認
可
協
力
、
ロ
ケ
ハ
ン
同
行
、

撮
影
現
場
立
ち
会
い
、
案
内
、
相
談

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

撮
影
を
行
う
前
に
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
行
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
（
略
称
・
ロ
ケ
ハ
ン
）

は
最
も
重
要
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
仕
事
で
、
６
月
19
日
、
仙
台
に

本
社
を
置
く
民
放
局
の
ロ
ケ
ハ
ン
で

角
館
の
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ハ
ン
で
は
、
撮
影
を
行
う
制

作
者
側
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
内
容
と
、

実
際
の
撮
影
場
所
な
ど
を
確
認
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
生
中
継
が
必
要

な
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
の
場
合
に
は
中

継
車
輌
を
ど
こ
に
駐
車
さ
せ
る
か
や
、

カ
メ
ラ
の
ケ
ー
ブ
ル
は
ど
の
位
置
に

配
線
し
設
置
し
た
ら
い
い
の
か
な
ど
、

細
か
な
こ
と
ま
で
確
認
を
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、

事
前
に
行
っ

た
ロ
ケ
ハ
ン
で
確
認
済
み
だ
っ
た
事

柄
で
も
、
実
際
撮
影
に
入
る
と
当
日

の
天
候
や
状
況
で
異
な
っ
た
場
所
で

の
撮
影
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
往
々
に

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
制
作
者
側

と
地
元
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
意

見
を
交
え
る
こ
と
で
、
双
方
と
も
当

初
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
展
開
が
可

能
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
冥
利
に
つ
き
る
機
会

も
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ケ
ハ
ン
は
、
ま
さ
に
臨
機
応
変

の
機
転
・
対
応
・
調
整
が
求
め
ら
れ

る
緊
迫
（
？
）
し
た
場
面
で
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
経
て
、
後
日
に
完
成

し
た
作
品
を
見
る
と
、
万
感
胸
に
迫

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

角館フィルムコミッション（仙北市観光課内）
43-3352　http://kakunodate-fc.jp/
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①歯並びが悪くなります。
　乳歯がむし歯で抜かなければならなくなってし

まうと、隣の歯が傾いてきて永久歯が生えてくる

スペースがなくなり、歯並びが悪くなります。

②乳歯がむし歯だと永久歯も
　むし歯になりやすい。
　乳歯が大きなむし歯になっていると、歯の根の

先に膿をつくってしまい、その下にある永久歯は

弱い歯になってしまいます。

　また、乳歯がむし歯になるということは、お口

の中にむし歯の細菌であるミュータンス菌が常在

していることなので、永久歯が生えてきてから、

そのむし歯菌が生えたての永久歯をむし歯にして

しまうことがあります。

③運動能力にも影響します。
　むし歯の多い子どもは、むし歯のない子どもに

比べて咬む力が弱くなりますので、様々な運動能

力に影響があります。

乳歯がむし歯になるとなぜ、困るのか

保健・健康
の

掲示板

保健・健康の掲示板

●日時・場所／ 7 月 3 日（火）
　10：00 ～ 16：00　田沢湖総合開発センター
●問合せ／仙北市保健課　 55-1112　

７月　献血（成分）
開催日のお知らせ ♥

　仙北市では特定不妊治療に要する費用の一部
を助成する事業を行っています。（特定不妊治療
とは不妊治療のうち、体外受精、顕微授精を言
います）
●助成対象者／次の要件全てに該当する方です。
　◆法律上の婚姻をしている夫婦であって、特
　　定不妊治療以外の治療法によっては妊娠の
　　見込みがないか、または極めて少ないと医
　　師に診断された方。
　◆夫婦が申請書による申請日の 1 年以上前か
　　ら仙北市に住所を有し、かつ、申請日以降
　　も引き続き在住している方。ただし、単身
　　赴任等により、夫婦で異なる場所に住所を
　　有している場合は、いずれか一方が市内に
　　住所を有している方。
　◆秋田県特定不妊治療費助成事業の助成決定
　　を受けている方。
●助成対象となる治療・医療機関／助成対象と
　なる治療法および医療機関等は、秋田県特定
　不妊治療費助成事業実施要領（以下「県要領」）
　に準じます。
●助成の額・回数／
　◆治療に直接要した費用から県要領による助
　　成額を控除した額です。ただし、1 回の助
　　成額が 5 万円を超える場合は、5 万円とな
　　ります。
　◆助成期間、回数は県要領に準じます。
●助成の申請／助成を受けようとする方は、市
　の定める申請書と夫・妻の住民票、秋田県特
　定不妊治療費助成事業受診等証明書の写し、
　秋田県特定不妊治療費助成事業承認決定通知
　書の写しが必要となります。
　なお、住民票の交付手数料は申請書の窓口提
　示により免除されます。
●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

仙北市特定不妊治療費
助成事業のご案内 ♥

　4 月初旬に仙北市に住所のある対象者（5 ～ 6
歳児・中 1 と高 3 年齢相当）の方には、郵送で
通知をしてます。
　まだ受けていない方は、自分が感染しないた
めだけでなく、周囲に感染を広げないためにも
早めに受けることをお勧めします。
　4 月以降に仙北市に転入された方は、保健課
までご連絡ください。

『感染に注意！！』 
　全国的に風しんが流行しています。
　今後、患者の発生が継続するおそれもあるこ
とから、特にこれまで風しんにかかっていない
方、予防接種を受けていない方や妊娠適齢期の
方は注意が必要です。
　風しんはインフルエンザなどと同じように飛
沫感染しますので、次のことに注意し感染予防
に努めましょう。
①外出後の手洗い、うがい、咳エチケットなど
　に気をつけましょう。
②急な発疹や発熱などの症状が現れたら、早め
　にかかりつけ医などを受診しましょう。 
③受診の際には、マスクを着用する、咳エチケッ
　トを守るなど、感染を広げないように注意し
　ましょう。
④予防接種も効果的な予防策です。定期予防接
　種対象の方は確実に受けましょう。

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

麻しん ･ 風しん（MR）ワクチン
予防接種はお済みですか？

　仙北市の 3 歳児むし歯罹患率と全国
の差は右の表に示すとおりです。
　仙北市も少しずつ右肩下がりにむし
歯罹患率は減少傾向にあるのですが、
全県、全国の平均にはまだまだ追いつ
いていない現状です。平成 22 年度は、
全国でも虫歯になっている 3 歳児が多
い地域となってしまいました。
　仙北市では、妊娠中の方々、保護者
および祖父母、地域の皆様に現状を知っ
ていただき、全市民一丸となって子ど
もの歯を虫歯から守っていきたいと思
いますので、ご協力よろしくお願いし
ます。

第２回目　　「仙北市の子どもをむし歯から守ろう！！」

●問合せ／仙北市保健課   55-1112
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　　　仙北市 61.1 63.8 64.5 58.7 57.9 63.2 54.7 56.7 56.8 59.6 48.8 43.5 51.9 38.7
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④健全な人格形成にも影響します。
　すてきな笑顔をつくる上で、歯並びはとても重

要です。歯並びが悪いと、人前で大きく笑うこと

が気になり、対人関係も良好に持つことができな

くなることもあります。

⑤ことばを正しく発音できなくなることも
　あります。
　歯並びが悪くなると、特に「サシスセソ」の発

音が不明瞭になってしまうことがあります。

⑥全身の健康にも影響します。
　大きなむし歯があると、まれに微熱が続いたり、

心内膜炎の原因になるなど、全身の健康にも影響

があることが分かっています。

仙北市の子どもたちが大きな口を開けて、

元気に笑えるようにみんなで、これから考

えて行きましょう！！！

（次回は、むし歯菌についてほかを掲載します）

22Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく23



保健・健康の掲示板

65 歳以上の方の介護保険料は本人の所得
や世帯の住民税の課税状況によって 9

段階に分けられます。納め方は納付書や口座振
替で納める普通徴収と年金からの差し引きで納
める特別徴収の二通りに分けられます。介護保
険料額と納め方は７月中旬にお知らせします。

保健・健康
の

掲示板

　仙北市包括支援センターでは、高齢者の方々
が住み慣れた地域で元気に日常生活を営むため
のお手伝いをさせていただいています。
　今回は、長く楽に歩くことができるよう、転
ばない足腰づくりをするための若返り教室を開
催することにしました。
　足腰にもっと自信を持ちたいけれど、激しい
運動は向いていないと考えている方。足の手入
れから始めてみませんか。
　たくさんの方々の参加をお待ちしています。
●期日／
　1 回目：7 月 11 日（水）　2 回目：7 月 18 日（水）
　3 回目：7 月 25 日（水）　4 回目：8 月 1 日（水）
　5 回目：8 月 8 日（水）　6 回目：8 月 22 日（水）
　7 回目：8 月 29 日（水）
　※毎回参加できなくても大丈夫です。
●時間／ 10：00 ～ 11：30
●対象／ 65 歳以上の方で要支援・要介護認定を
　受けていない方
●会場／角館交流センター
　※ 7/25・8/29 は健康管理センター
●講師／
　1 回目と 7 回目：秋田市の渡辺ユミ子  氏
　2 回目から 6 回目：田沢湖の進藤ミツホ  氏
●内容／自分でできる足のマッサージ、手入れ
●準備するもの／タオル、バスタオル、水分補
　給のための水かお茶
●申込締切／ 7 月 6 日（金）
●申込・問合せ／仙北市包括支援センター
　 43-2283

介護予防教室　
『若返り教室』のお知らせ

昨年度の参加者の声

・膝が曲げられるようになった。

・足が軽くなった。　

・歩くときの身体の揺れが少なくなった。

など

大腸がん撲滅キャンペ－ン
（平成 24 年度の大腸がん検診）

　いよいよ今年度の検診が 7 月 10 日（火）より始まります。
　今年は年間を通じた検診日程表を皆様にお届けしています。
　集団検診の実施される期間（7 月 10 日～ 10 月 9 日）に受診できない方も、ご自
身の都合に合わせ、受診日程を計画しましょう！
　また、仙北市から「大腸がん検診の研究（比較試験）」の研究成果を全世界へ向け
配信できるよう、さらに多くの参加者を募ります。
　皆さん、ご協力よろしくお願いします！

●問合せ／仙北市健康管理センター　 55-1112

7 月の大腸がん検診日程表　　※胃がん検診も同時に受けられます
日程 検診会場 受付時間

10 日（火） 　神代就業改善センター

午前 6 時から午前 8 時
17 日（火） 　田沢交流センター
20 日（金） 　田沢湖健康増進センター
24 日（火）

　健康管理センター（角館）
30 日（月）

社会全体で支える介護保険制度
平成 24 年度
介護保険料の納付について

●普通徴収／個別の通知に同封されている納付書で納
　期限日までに金融機関、市役所、介護保険事務所で
　納めてください。納め忘れを防ぐため、口座振替の
　利用をお勧めします（口座振替の申し込み用紙は金
　融機関窓口に用意しています）。
　※普通徴収の対象となるのは、①年金の年額が 18
　万円未満、または受給していない方　② 4 月 1 日の
　時点で年金を受給していない方　③平成 24 年度中
　に 65 歳になられた方　…などです。

平成 24 年度
普通徴収介護保険料納期限日と口座振替日

第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期
7月31日 8月31日 10月1日 10月31日 11月30日 1月4日
※納期限日を過ぎると督促手数料 100 円がかかる場合
があります。

●特別徴収／年金支給月（偶数月）に年金からの差し
　引きによる納付となります。
　※特別徴収へは自動的に切り替わりますので手続き
　は必要ありません。

介護保険事務所 からのお知らせ

【問合せ】
介護保険事務所保険指導班　 0187-86-3911
仙北市長寿支援課　 43-2281　

　仙北市では、自宅で寝たきり等の高齢者を介
護している家族に対し、経済的負担の軽減や在
宅生活の継続の支援を目的として介護用品支給
事業を行っています。
●支給対象者／仙北市に住所を有し、要介護認
　定で要介護 4 または要介護 5 と判定された在
　宅の高齢者を常時介護している家族。ただし、
　市県民税非課税世帯の方に限ります。
　※施設への長期入所・病院への長期入院の場
　合は対象となりません。
●支給券／ 1 人月額　4,000 円の介護用品券
●支給方法／指定薬局に介護用品券を提示し、
　紙おむつ・尿取りパット・使い捨て手袋・清
　拭剤・ドライシャンプー・ウエットテッシュ
　の 6 品目の中から希望の介護用品と引き換え
　てご利用ください。
●申請方法／各地域センター・出張所、包括支
　援センターへ申請してください。
　【申請される方】
　次の 3 枚を揃えて申請してください。
　◆家族介護用品支給申請書（申請書は各窓口
　　にあります）
　◆介護保険被保険者証の写し
　◆世帯全員の市県民税非課税証明書
　※窓口で、「介護用品券支給申請に必要な為」
　と必ずお伝えください。
　※証明書の発行手数料は無料です。
●問合せ／仙北市包括支援センター　 43-2283

自宅での介護を支援します　
仙北市家族介護用品支給事業
について
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　市内 5 カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援

する基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんな

どどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

だしっこルーム（生保内保育園内）

43-1025　FAX 43-3256

　4 日（水）／七夕飾りを作ってみよう

11 日（水）／水遊びのおもちゃを作ろう

18 日（水）／お誕生会

25 日（水）／プールで遊ぼう・身体測定

時間／ 9：30 ～ 11：30

わかばルーム（神代保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

「わいわい広場」
　3 日（火）／七夕飾りを作ろう

10 日（火）／夏まつりの飾りを作ろう

21 日（土）／夏まつりに参加しよう

　　　　　　（神代こども園夏まつり）

24 日（火）／移動児童館がやってくるよ！

「赤ちゃん広場 0 ～ 1 歳児」
26 日（木）／保健師さんと健康チェック！

　　　　　　　赤ちゃん体操をしよう

時間／ 9：30 ～ 11：30

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

48-2345　FAX 48-2525

　月から金曜日、午前 9 時 30 分から 11 時 30

分まで随時、園を開放しています。

　お子さんと同年齢のクラスの子どもたちと、一

緒に遊ぶことも可能です。

　ご利用の際は、前日までご連絡ください。

● 6 日（金）たなばた会があります。

　保育園のお友達と一緒に参加してみませんか？

いちごルーム（角館保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

11 日（水）／歯みがき指導

25 日（水）／しゃぼん玉で遊ぼう

時間／ 10：00 ～ 11：30

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

47-2525　FAX 47-2323

　4 日（水）／七夕飾りを作ろう

11 日（水）／健康チェック・保育園で遊ぼう

18 日（水）／保育園のお友達と遊ぼう

時間／ 9：30 ～ 11：30

子育て支援センター情報
7月の

日 健診名 対象者 場所

6日（金）3歳児 H20年12月生

健康管理センター
（角館）

13日（金）1歳6カ月児 H22年12月生

18日（水）2歳児歯科 H21年12月生

20日（金）10カ月児 H23年9月生

27日（金）4 カ月児 H24年3月生

乳幼児健診

日 時間 相談名 対象者 場所

10日
（火）

午前 7カ月児 H23年12月生 健康管理センター
（角館）

午後 12カ月児 H23年7月生

乳児相談

日 受付時間 場所

4日（水）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
9 日（月）

17 日（火）

23 日（月）

母子手帳交付

日 種類 場所

3日（火）ポリオ 田沢湖健康増進センター

11日（水）三種混合・BCG 西木保健センター

17日（火）三種混合・BCG 田沢湖健康増進センター

25日（水）三種混合・BCG 健康管理センター（角館）

予防接種

●問合せ／仙北市保健課　　 55-1112

※日程は、仙北市ホームページ【市民情報】　→　【子育て】
　にも掲載しています。

７月　子どもカレンダー

Schedule

　子育て家庭の就労形態の多様化に対応し、長

期休業期間中の子どもたちの安心安全な居場所

を確保するため、長期休業期間中の開館時間を

変更いたします。どうぞご利用ください。

【角館児童館】

★期間／ 7 月 23 日～ 8 月 23 日

★時間／月から日曜日　8：30 ～ 18：00

　（水・木曜日の午前中も開館します）

【中川児童館】

★期間／ 7 月 23 日～ 8 月 23 日

★時間／月から金曜日　8：30 ～ 18：00　　　

★休館日／土・日曜日

●問合せ／仙北市子育て推進課　  43-2280

　角館児童館　 54-2780

　中川児童館　 53-2434

角館児童館・中川児童館
開館時間の変更について

　未就園のお子さんと保護者の方に園解放して

います。園児たちの様子を見ながら好きな遊び

をしたり、一緒に遊んだりしませんか？

　行事などによりお休みもありますので、事前

にお電話をください。

●日時／毎週木曜日 9：30 ～ 11：30

　※長期休業中　（夏・冬休み）はお休みです。

【7 月の予定】

5 日・12 日／好きな遊びをしましょう

19 日／流しソーメンをしましょう

●連絡先／田沢幼稚園　  42-2250

ぽかぽか広場（田沢幼稚園内）

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いく

ださい。

●日時／ 2日（月）、9日（月）、17日（火）、

　23日（月）、30日（月）

　9：30～ 11：30
●問合せ／仙北市保健課　  55-1112

７月　おやこ交流広場

子育て

子育て
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イベント

カタクリの里　夏祭り

●日時／ 7 月 15 日（日）　正午開演

●場所／かたくり館前特設会場（西木

町小山田字八津 249-1）　●内容／お

囃子・手踊り・生バンド・新舞踏ほか、

出店コーナー　●問合せ／仙北市活性

化施設（かたくり館）　 47-3535

舞劇『大夢敦煌』
仙北市公演

　秋田県・秋田市と中国甘粛省および

蘭州市友好 30 周年を記念して開催さ

れる蘭州歌舞劇団の公演が仙北市でも

上演されることになりました。

　国際的にも著名な蘭州歌劇院ミュー

ジカルです。この機会に市民の皆様に

もご鑑賞いただきたく、無料招待が可

能となりました。ぜひお申し込みくだ

さい。

【出演】蘭州歌舞劇院

●日時／ 9 月 6 日（木）　【夜の部】

抽選で 500 人　18：30 開演（17：

30 開場）　●会場／たざわこ芸術村わ

らび劇場　●入場料金／無料　●申込

／次の電話でのみ受け付けます。　【た

ざわこ芸術村わらび劇場】　 44-

3915　※お一人でお申し込みいただ

ける人数は２人までとさせていただ

きます。（すべての方のお名前が必要

です）　●受付時間／ 8：30 ～ 17：

30　●募集開始／ 7 月 2 日（月）9：

00　●応募締切／ 7 月 31 日（火）

18：00　●抽選結果／ 8 月上旬に招

待券を送付（当選はチケットの発送を

もって代えさせていただきます）　●

主催／わらび座　●共催／秋田県・仙

北市

◆【昼の部】市内中学校全校無料招待

セミナー・講演会

　仙北市の方で、転職や再就職を希望

している 60 歳未満の方々を対象に、

スキルアップセミナーを開催します。

　また、雇用保険受給者の方は、求職

活動の実績としてカウントできますの

で、ぜひご参加ください。なお、応募

の状況により受付を早期に締め切る場

合がありますのでご了承ください。

『平成24年度　第1回　観光＆マナー
アップセミナー』
　今回は、「角館の歴史」と「笑顔と

声の魅力アップ」、「面接対策」につい

て学びます。

●開催日／ 7 月 30 日（月）、8 月 1

日（水）、2 日（木）　●時間／ 10：

00 ～ 12：00　●場所／角館樺細工

伝承館　●申込期限／ 7 月 24 日（火）

●募集人数／ 10 人程度　●参加料／

無料　●申込・問合せ／仙北市商工課

43-3351

仙北市主催
スキルアップセミナーの
ご案内

●科目／保育補助員養成講習　●期日

／ 7 月 23 日（月）～ 8 月 2 日（木）

●会場／仙北市勤労青少年ホーム　ほ

か　●定員／ 20 人　●対象／就職・

就業を希望している 55 歳以上の高齢

者で、ハローワークに求職登録してい

る方　●経費／受講料、テキスト代は

無料です。　●内容／豊かな育児経験

等を生かし、保育の補助的な仕事や子

育てサポーターとしての基礎的な知識

を習得し、就職・就業を目指す。　●

申込・問合せ／公益社団法人仙北市シ

ルバー人材センター　 55-1646

　公益社団法人秋田県シルバー人材セ

ンター連合会　 018-888-4680

平成 24 年度
シニアワークプログラム
高齢者のための技能講習

『第８回　仙北市産業祭』
開催のお知らせ

　『平成 24 年度　第 8 回　仙北市

産業祭』の開催日と会場が決定しま

した。

●開催日／ 10 月 20 日（土）～ 21

日（日）　●主会場／神代市民体育館

および周辺駐車場　

　農産物を中心とした、「農・商・工

が手をつないで」のテーマのもと今年

度も産業の集大成事業を実施します。

今後さまざまな展示品を募集しますの

で市民の皆さん多数の出品、ご来場を

お待ちしています。

※農業関係協力員の方々を通じて、農

産物等の出品依頼文書を配布します。

●問合せ／仙北市産業祭実行委員会

事務局（仙北市農山村活性課）　

43-2206

ぶなの森　玉川温泉
湯治館そよ風イベント案内

【「発ガンさせない」が一番！免疫につ
いて学ぶ講演会】
　「日本橋清州クリニック院長　佐藤

先生」による定期講演会です。

●日時／ 7 月 22 日（日）16：00 ～

【ユーモアたっぷりの楽しい法話会】
　奈良薬師寺、薬師寺東京別院でしか

聞くことのできない「山田法胤管主」

の法話会です。

●日時／ 7月23日（月）10：00 ～　

●会場／湯治館そよ風3Fホール（入

場無料）　●問合せ／ぶなの森　玉川温

泉　湯治館　そよ風　 0120-270-126

2012 秋田ノーザンハピネッツ
バスケットボールクリニック
in　田沢湖スポーツセンター
参加者募集中

　「秋田ノーザンハピネッツ」の選手・

チームスタッフから指導を受けられる

クリニックを開催します。

●期日／ 7 月 7 日（土）～ 8 日（日）

●会場／田沢湖スポーツセンター　

●対象／

▲

ジュニアⅠクラス（小学

校 1 ～ 3 年生・男女）　

▲

ジュニア

Ⅱクラス（小学校 4 ～ 6 年生 + 中学

校 1 年生・男女）　

▲

中学生クラス（中

学校 1 ～ 3 年生・男女）　

▲

中・高

校生レベルアップ（中学校 3 年生～

高校生・男女）　

▲

大人デ、バスケ！！

（成年男女）　●参加費用（1 人・1 泊

２食）／

▲

小学生 6,000 円　

▲

中

学生 7,000 円　

▲

高校生 7,400 円

▲

社会人 7,700 円　●募集人数／

各クラス 30 ～ 50 人程度　●申込

締切／ 7 月 5 日（木）　●申込・問

合せ／田沢湖スポーツセンター　

46-2001　FAX 46-2003　E-mail 
yoyaku@tazawako-sports.com

がんばろう東北！
第 2 回震災復興支援
アウトドアイベント

　田沢湖カヌー体験＆ピザ焼き体験

をして楽しみましょう！

　瑠璃色に輝く湖にカヌーで漕ぎ出

しませんか？カヌーの後はキャンプ

場の石窯で焼く「石窯ピザ」でお腹

を満たしましょう。

　昨年に引き続き、東日本大震災の

復興支援チャリティーイベントとし

て行い、参加費の全てを義援金とし

て送らせていただきます。

　イベント参加者の元気を被災地に

届けられるような楽しいイベントに

したいと思います。ご参加お待ちし

ています。

●対象／ 4 歳以上　●期日／ 7 月 8

日（日）　●場所／田沢湖および田沢

湖キャンプ場　●時間／ 9：00 ～

12：00（8：45 集合）　●内容／カ

ヌー体験・ピザ焼き体験　●参加費

／ 2,000 円（全て義援金となります）

※別途傷害保険料 200 円頂きます。

●定員／ 20 人（先着順）　●申込・

問合せ／仙北市営田沢湖キャンプ場　

43-2990

　親と子の実際の会話を演じ合いなが

ら（ロールプレイ）信頼しあえる関係

づくりの知恵を学びます。

【講師】佐藤成男（親業訓練インスト

ラクター）

●日時／ 7 月 4 日（水）19：00 ～

21：00　●会場／角館公民館（小野

崎家）　●参加費／無料　※託児あり

ます。　●主催／あじさいの会　●問

合せ／安藤　 090-2989-2918

伊藤　 090-3363-4391

あじさい塾　Part9
『子育て革命Ⅱ』

  ～子どもの自立を
　    うながす絆のつくり方～

【福祉住環境コーディネーター 2 級準
備講習】
●開催日／ 8 月 2 日（木）、3 日（金）

●定員／ 10 人

【Excel ビジネス活用】
●開催日／ 8 月 6 日（月）、7 日（火）

●定員／ 10 人

【第一種電気工事士筆記試験準備講習
（入門編）】
●開催日／ 8 月 21 日（火）、22 日（水）

●定員／ 20 人

【1 級電気工事施工管理技士実地試験
準備講習】
●開催日／ 8 月 29 日（水）、30 日（木）

●定員／ 20 人

【各講習共通】
●時間／ 9：00 ～ 17：00　●場所

／大曲技術専門校　●受講資格／現

在お勤めしている方　●受講料／無

料（テキスト代は自己負担）●問合せ

／大曲技術専門校　民間支援室　

0187-62-6321

スキルアップセミナーの
ご案内

第５回「愛のり列車」開催

　桧木内・西明寺・生保内地域運営体

では、恋愛環境の総合的な発展を図り、

幸せなまちづくりを目指し、愛のり列

車第５回目を企画しました。

　今回は田沢湖畔のオートキャンプ場

「縄文の森たざわこ」を会場に田沢湖

畔の散策やバーベキューでの交流会を

行います。

　交流会ではアルコールの提供もあり

ます。また、集合場所から会場まで送

迎バスが出ますのでお友達を誘ってぜ

ひご参加ください。

●日時／ 7 月 15 日（日）　10：00

～　●集合場所／ＪＲ田沢湖駅　●

参加資格／ 20 歳以上で独身の男女

（男性は仙北市在住の方限定、女性は

不問）　●参加費／男性：3,500 円　

女性：2,500 円　●募集締切日／ 7

月 5 日までにお申し込みください。　

●問合せ／桧木内地域運営体事務局　

090-3756-8707
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募集

　秋田県仙北平野土地改良区では、

平成 25 年 4 月採用の職員採用試験

を行います。

●募集職員／【事務職・高卒以上】
若干名　【技術職　農業土木（土木）
高卒以上】若干名　※昭和 46 年 4

月 2 日以降に生まれた者　※土地改

良区管内に住居し通勤可能な方　●

申込書請求／仙北平野土地改良区総

務課で交付します。郵便での請求は

封筒の表に「職員採用試験」と朱書

きし 120 円切手を貼った宛先明記

の返信用封筒（角型 2 号）を必ず同

仙北平野土地改良区
職員募集

相談

角館調停協会
無料調停相談会

　離婚、相続、負債整理、交通事故補償、

土地境界問題など、身の回りの相談に

応じます。予約の必要はありません。

●日時／ 7 月 20 日（金）10：00

～ 15：00　●会場／角館簡易裁判所

（角館町小館 77-4）　●問合せ／角館

調停協会　 53-2305

社会福祉協議会
７月の心配ごと相談日程

　社会福祉協議会では、相談援助活動

として心配事相談を行っています。地

域や日常生活で抱える心配ごとに相

談員が適切な助言を行い、相談内容に

よっては関係機関へ連絡をとるなど、

心配ごとの解決の手助けをさせてい

ただきます。お気軽にご利用ください。

●日時・場所／
▲

11 日（水）13：

00 ～ 16：00・神代出張所　

▲

12

日（木）13：00 ～ 16：00・社会

福祉協議会角館支所　

▲

17 日（火）

10：00 ～ 12：00・社会福祉協議

会西木支所　

▲

18 日（水）13：00

～ 16：00・田沢湖総合開発センター
▲

26 日（木）13：00 ～ 16：00・

社会福祉協議会角館支所　●問合せ

／仙北市社会福祉協議会　　 52-

1624

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱

を受け、国の仕事などについての苦情

や意見・要望を受付け、皆さんと関係

行政機関との間に立って、その解決を

図る「行政と住民のパイプ役」です。

　仙北市の行政相談委員は次の 3 人

の方で、自宅で相談を受付けています

ので、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波輝子　 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽進　 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西範子　 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【7 月相談所開設日時・場所】

▲

11 日（ 水 ）13：00 ～ 16：00・

神代出張所　

▲

18 日（水）13：00

～ 16：00・田沢湖総合開発センター

●問合せ／仙北市総務課　 43-

１１１１

【自衛官候補生（男女）・一般曹候補生】
●受付期間／ 8 月 1 日（水）～ 9 月

7 日（金）　●試験期日／ 9 月 17 日

（月）および指定された日　●受験資

格／ 18 歳以上 27 歳未満の者

【航空学生】
●受付期間／ 8 月 1 日（水）～ 9 月

7 日（金）　●試験期日／ 9 月 22 日

（土）　●受験資格／高卒（見込含む）

21 歳未満の者

【自衛官採用説明会のご案内】
●日時／ 7 月 16 日（月）14：00

～　●場所／角館交流センター　●問

合せ ／自衛隊秋田地方協力本部大仙

地域事務所　 0187-63-1313

※自衛官の採用コースや職域・職種等

を詳しく説明します！

平成 24 年度自衛官募集・
採用説明会のご案内

　今年も 9 月 22 日（土）、23 日（日）

と 100 キロチャレンジマラソンが開

催されます。つきましては、広く仙北

市民からボランティアを募集します。

　全国から参加するランナーとふれあ

いましょう。たくさんの応募をお待ち

しています。

●申込・問合せ（9：00 ～ 16：00 

／仙北市体育協会　 54-3474

100キロチャレンジマラソン
一般ボランティア募集

　18 回目となる仙北市物産展「山の

楽市」が、今年も 11 月に横浜市で開

催されます。

　この物産展は、東京・横浜方面と仙

北市を直接結ぶ高速長距離バス運行が

縁となり相模鉄道㈱の協力を得て、仙

北市の自然の恵みや地域特産品および

観光資源を首都圏で PR し、地元特産

品の新たな販路開拓と誘客活動を目的

として実施するものです。

　つきましては、下記の内容にて計画

をしていますので、参加を希望される

方は仙北市商工会田沢湖支所までお申

込みください。

●開催日／ 11 月 8 日（木）～ 10 日

（土）　●開催会場／横浜市 相模鉄道

二俣川駅構内特設会場　●参加資格／

仙北市在住の方で、特産品として販売

できる商品を取り扱える方（品質表示

に係わる法令を遵守できる方）　●募

集数／ 18 事業所を上限（応募多数の

場合は抽選）　●参加負担金／会場使

用料として売上高（消費税込）の 16

パーセント　●申込締切日／ 7 月 25

日（水）　●申込・問合せ ／仙北市商

工会　田沢湖支所　 43-0372　

※今年度より参加助成金は支給されま

せんのでご了承ください。

山の楽市
参加業者を募集します

　写真を楽しむ方ならどなたでも OK

です。

◆撮影テクニックを学びたい初心者の

方　◆写真歴○○年の上級者の方　◆

女性の方もお気軽に！

　写真撮影を通じみんなでわいわい楽

しみましょう。

★写真クラブに入ると…
◆自分の写真をみんなに観てもらえる

◆写真展への出展、作品紹介など 

◆撮影テクニックを学ぶことができる

◆例会での情報交換や、気軽に質問や

　アドバイスを受けることができる 

◆撮影会に参加できる

◆クラブが主催する撮影会に

　参加することができる

※撮影会は最大の学びの場

です。現場での指導やアド

バイスを受けることができます。

●講師／あおば写真　高橋　覚　先生

●申込・問合せ／西木公民館

47-3100

西木公民館「写真クラブ」
会員を募集しています

封してください。　●申込期間／ 7

月 2 日（月）～ 8 月 10 日（金）ま

で の 8：30 ～ 17：00（ 土・ 日・

祝日を除く）※郵送の場合は 8 月

10 日消印有効　●試験詳細／【1 次
試験】9 月 2 日（日）一般教養、作文、

専門試験（技術職）　【2 次試験】10

月上旬を予定。詳細は 1 次試験合格

所に文書で通知

※詳細はお問い合わせください。

●問合せ／秋田県仙北平野土地改良

区　総務係　 0187-62-0180

平成 24 年度　大曲仙北
広域市町村圏組合消防職
員採用候補者登録試験

●試験日程／【第 1 次試験】9 月 2

日（日）9：00 ～　【会場】大仙市

ふれあい体育館　【第 2 次試験】10

月上旬を予定。詳細については、第

1 次試験合格者に文書で通知します。

●受付期間／ 7 月 2 日（月）から 8

月 1 日（水）までの 9：00 ～ 16：

30（土・日・祝日を除く）　●受付

場所／大曲仙北広域市町村圏組合消

防本部　総務課　●受験区分／①上

級消防　②初級消防　③初級救命　

④職務経験者（上級職務経験者・初

級職務経験者）　●配布書類／受験案

内・受験申込書は、消防本部総務課・

消防署・分署に直接取りに来ていた

だくか、大曲仙北広域市町村圏組合

ホームページからダウンロードして

ください。（http://www.os-kouiki.

org/gyoumu/syoubou/keijiban/

mokuji.htm）　●申込前に、受験案

内をご覧いただき、詳細を確認願ま

す。　●問合せ／大曲仙北広域市町

村圏組合消防本部　総務課　

0187-63-0150

　田沢湖図書館では臨時職員を募集

します。

●職種／事務補助（蔵書データ整備等）

●採用期間／ 8 月 1 日～平成 25 年

1 月 31 日　●募集期間／ 7 月 3 日

（火）～ 13 日（金）　●応募資格／東

日本大震災による被災失業者もしく

は平成 23 年 3 月 11 日以降の失業

者　※希望者はハローワークの紹介

状と履歴書を持参のうえ、田沢湖図書

館に提出してください。　●問合せ／

田沢湖図書館　 43-1307

震災等緊急雇用事業
仙北市臨時職員募集

お知らせ

全国子ども会安全会
（共済見舞金制度）

　全国子ども会安全会とは、子ども

会が安心して活動できるようにする

とともに、子ども会の活動中に起き

た万一の“事故”で被害を受けた仲

間に対して、みんなでお見舞いする

ことを目的としたものです。

●加入できる方／

▲

子ども会会員で

ある小学校修学前 3 年の幼児から加

入できます。（ただし、小学校修学前

3 年までの幼児の場合は保護者も加

入が必要）　

▲

子ども会指導者、育成

会員　●掛金／子ども、大人とも 1

人あたり年額 200 円　●見舞金／

▲

死亡見舞金…600 万　

▲

負傷・疾病

見舞金…保険医療費総額の 50％（た

だし、日数制限と見舞金支給限度額あ

り）　●申込方法／加入を希望する子

ども会は、仙北市子育て推進課まで

ご連絡ください。　●問合せ／仙北

市子育て推進課　 43-2280　秋

田県子ども会育成連合会　 018-

862-6664
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    農林水産物放射能測定結果

【穀類・園芸作物】

検査品目 測定日 採取場所 セシウム
134

セシウム
137

アスパラガス 5月28日 角館町川原寺前 不検出 不検出

そらまめ 6月13日 田沢湖角館東前郷字杉林 不検出 不検出

いちご 6月15日 西木町上桧木内字左通 不検出 不検出

【林産物】

検査品目 測定日 採取場所 セシウム
134

セシウム
137

タケノコ 5月29日 田沢湖生保内字笹森山地内 不検出 不検出

タケノコ 6月4日
田沢湖田沢字先達沢国有林
地内

不検出 12Bq/㎏

タケノコ 6月6日
田沢湖田沢字小和瀬国有林
地内

不検出 20Bq/㎏

タケノコ 6月7日 田沢湖玉川字柳沢地内 不検出 不検出

タケノコ 6月7日 田沢湖玉川字冷水地内 不検出 不検出

ミズ 6月7日 田沢湖梅沢字東田 不検出 不検出

●測定下限値：10Bq ／ kg　　●一般食品基準値：100Bq ／ kg

●問合せ／仙北市総合産業研究所　 43-2243

仙北市の手作り CM を
制作中！！

　仙北市ふるさと手作り CM 制作実

行委員会では、仙北市を盛り上げよ

うと、現在、秋田朝日放送が主催す

る「第 10 回秋田ふるさと手作り CM

大賞」に出品すべく、「仙北市の元気

を作ろう」をテーマに CM を制作中

です。

　このため、仙北市の皆様方へ CM

撮影のご協力をお願いすることがあ

りますので、その際には、ぜひご協

力くださいますようお願いします。

　また、11 月 25 日には秋田県児童

会館けやきシアターで、この手作り

CM の審査・発表会があります。審査

には会場でのパフォーマンスや、応

援団なども評価対象となっています

ので、一緒に会場で盛り上げてくだ

さる方がいらっしゃいましたら、ぜひ

ご連絡ください。

●問合せ／仙北市企画政策課

　 43-1112

角館地区統合高校（仮称）
の新制服展示のお知らせ

　統合校開設準備室では、角館地区

統合高校（仮称）の新制服選定の一

環として制服（試作品）を角館樺細

工伝承館に 8 月中旬まで展示してい

ます。市民の皆さんもご覧ください。

●問合せ／統合校開設準備室（角館

南高校内） 54-1166

秋田内陸線地域懇談会

　お気軽に参加し、皆さんのご意見

をお聞かせください。

【会場：紙風船館交流室】

●期日／ 7 月 11 日（水）　●時間／

18：30 ～

【会場：西木開発センター２階集会室】

●期日／ 7 月 13 日（金）　●時間／

18：30 ～

●問合せ／秋田内陸縦貫鉄道（株）　

総務企画課　松橋　 0186-82-

3231　

国道 13 号　玉川橋
通行規制のお知らせ

　玉川橋（下り線）の橋梁補修工事

のため、国道 13 号で下記のとおり

車線減少通行規制（4 車線→ 2 車線）

を行いますので、ご協力をお願いし

ます。

●規制場所／大仙市花館地内［玉川

線（下り線）］　●規制機関／ 7 月 23

日（月）～ 11 月 22 日（木）（予定）

※歩行者は、玉川線（上り線）を通

行願ます。　●問合せ／国土交通省

湯沢河川国道事務所　大曲国道維持

出張所　 0187-63-2157　

都市計画区域マスタープラン
の変更に関する説明会を
開催します

　都市計画区域マスタープランは、

県が都市計画区域ごとに都市の発展

の動向、人口・産業の現状および将

来の見通し等を勘案し、都市計画の

基本的な方向性を定めるものです。

　本説明会では、都市計画区域マス

タープランの見直しの内容について

説明します。

●日時・会場／ 7 月 11 日（水）

▲

10：30 ～ 11：30・仙北市役所角館

西側庁舎第４会議室　

▲

14：00 ～

15：00・田沢湖総合開発センター農

林研修室　●問合せ／秋田県建設部都

市計画課　 018-860-2445　

バスの車内事故防止
についてのお願い

　ただいま、走行中のバス車内での事

故を防止するため、「車内事故防止キャ

ンペーン」を実施しています。

　走行中に席を離れると、転倒など思

わぬケガをする場合があります。お降

りの際は、バスが停留所に着いて扉が

開いてから席をお立ち願います。

　また、バスは安全運転に徹していま

すが、やむを得ず急ブレーキを掛ける

場合があります。満席のため、お立ち

になってご利用いただく場合には、吊

革や握り棒にしっかりおつかまりくだ

さい。

　バスの車内事故防止に皆様のご理解

とご協力をお願いします。

　　　　　東北運輸局秋田運輸支局

　　　　　秋田県バス協会

７月　休日歯科当番医

◆１日（日）：おやしき歯科クリニック

　（大仙市角間川）　 65-2002

◆ 8日（日）：みちのく政宗デンタル

　クリニック

　（大仙市福田町）　 63-7803

◆ 15日（日）：祐生堂医院歯科

　（角館町） 53-2268

◆ 22日（日）：ながさか歯科医院

　（大仙市長野） 56-2255

◆ 29日（日）：井関歯科医院

　（大仙市朝日町） 63-8100

※電話番号市外局番は「0187」

　　　ありがとう
　　　　　　ございます

5 月受付分（敬称略）

【社会福祉協議会へ】
清水洋輔（岡崎字大屋敷）
小野与四郎（川原町）
ちばコーヒー店　千葉信子（竹原町）
カネダイ薬局（岩瀬町）
荒木田久（生保内字宮ノ後）
茶たての清水を守る会　会長青柳征
羽川一彦　（生保内街道ノ上）

市立角館総合病院からのお知らせ

　７月１日より小児科の常勤医師が赴任することとなり、小児科外来の診療日程

が下記のとおりとなりましたので、お知らせします。

小児科科長　前田泰宏（現：東京女子医科大学附属八千代医療センター）

【小児科外来日程表】
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

前田先生 仙北組合総合病院
非常勤医師

秋田大学
非常勤医師 前田先生 前田先生

　なお、小児科の診療時間は午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分までですので、

診療時間外の受診等については必ずしも小児科医師が担当するとは限りません。

ただし、急病等にてやむを得ない場合については、救急外来の当直医師が診療の

うえ、必要に応じて小児科医師へ紹介することとなります。

　また、救急外来のコンビニ受診は医師の過重労働に繋がり、医師が引き上げに

なる可能性がありますので、受診にあたってはご理解とご協力をお願いします。

【問合せ】市立角館総合病院　 54-2111

A ターン就職面接会
開催のお知らせ

　秋田県では、県外に在住する A ター

ン希望者の方を対象とした「A ターン

就職面接会」を開催します。

　県内企業の採用担当者との個別面

談、県職員による就職アドバイス、定

住関連施策の説明を行います。

　ご家族、お知り合いの方で A ター

ンを希望する方がいらっしゃいました

ら、ぜひお知らせください。

●開催日時／ 7 月 21 日（土）13：

00 ～ 16：00（受付：正午～）　●

会場／八重洲ファーストフィナンシャ

ルビル 3F（ベルサール八重洲　東京

都中央区八重洲 1-3-7）　●対象／秋

田県に就職を希望する全ての A ター

ン希望者　※在学生は除きます。　●

問合せ／ A ターンプラザ秋田（秋田

県東京事務所　東京都千代田区平河町

2-6-3）　 0120-122-255　

【お知らせ】

　A ターンプラザ秋田は、平成 20

年 4 月より無料職業紹介所として、

A ターン希望者を直接企業に紹介で

きるようになりました。

善意
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１ 日

●にしきのフラワーロード 105 一斉植栽　6/16 号 P16
（集合：市役所西木庁舎前　9：00 ～）　　　　　　　

●ののはな 8 周年記念事業
地域の介護力アップ　介護経験発表・交流会　

（西木温泉ふれあいプラザ　クリオン　13：00 ～）　6/16 号 P16 　　

●角館樺細工伝承館　飾山囃子（10：00・11：00）

２ 月

３ 火 ●成分献血（田沢湖総合開発センター　10：00 ～ 16：00）　P23

４ 水
●あじさい塾 Part9　『子育て革命Ⅱ』P29

（角館公民館　19：00 ～ 21：00）　

５ 木

６ 金

７ 土

●おはなし会　うさぎのみみ
（総合情報センター・お話コーナー　10：00 ～）　

●2012 秋田ノーザンハピネッツ
バスケットボールクリニック　in　田沢湖スポーツセンター  P28

（田沢湖スポーツセンター）　※ 7 ～ 8 日の 2 日間　

８ 日
●がんばろう東北！　第 2回震災復興支援アウトドアイベント

（田沢湖および田沢湖キャンプ場　9：00 ～ 12：00）　P28
●角館樺細工伝承館　飾山囃子（10：00・11：00）

９ 月 ●こころといのちを考える集い　6/16 号 P13
（角館樺細工伝承館　12：50 ～ 15：00）　

１０ 火 ●まちづくり懇談会（雲沢集落センター　18：30 ～）　P13

１１ 水

●行政相談所開設（神代出張所　13：00 ～ 16：00）P30
●社会福祉協議会心配ごと相談

（神代出張所　13：00 ～ 16：00）　P30

１２ 木
●社会福祉協議会心配ごと相談

（社会福祉協議会角館支所　13：00 ～ 16：00）　P30

１３ 金

１４ 土

１５ 日

●カタクリの里　夏祭り
（仙北市活性化施設（かたくり館）　正午～）P28
●角館樺細工伝承館　飾山囃子（10：00・11：00）

１６ 月

１７ 火

●まちづくり懇談会（桧木内地区公民館　18：30 ～）　P13
●社会福祉協議会心配ごと相談

（社会福祉協議会西木支所　10：00 ～ 12：00）　P30

１８ 水

●行政相談所開設（田沢湖総合開発センター　13：00 ～ 16：00）P30
●社会福祉協議会心配ごと相談

（田沢湖総合開発センター　13：00 ～ 16：00）　P30

１９ 木 ●まちづくり懇談会（田沢交流センター　18：30 ～）　P13

２０ 金
●角館調停会　無料調停相談会
　（角館簡易裁判所　10：00 ～ 15：00）　P30

仙北市カレンダー７／１日  ～２０金

SR　先日、100 人以上が参
加したグラウンドゴルフ大
会に取材で伺いました。雲
ひとつない快晴で、猛烈な
日差しが降り注いでいます。
１時間ほどの滞在でしたが、
も う バ テ バ テ。 年 々 暑 さ
に弱くなっているような気
が・・・

TR　休日にやっと通勤用自
転車の整備をしました。最
近の運動不足を少しでも解
消できるように、自転車通
勤再開！梅雨があけたらね
…。

YR　広報編集中の文字が見
えづらくなることがありま
す。これは自分の疲れ目で
すが、実際の広報ではどう
でしょうか？読みやすい「文
字の大きさ」「レイアウト」

「ページ数」をと思っていま
す。ご意見ありましたらお
寄せください。

つ ぶ や き

広報担当者の
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仙北市 突撃レポート
地域の話題　topics

福祉医療費受給者証の更新と交付
国民健康保険高齢受給者証の更新

後期高齢者医療からお知らせ

市役所からのお知らせ

公民館講座のご案内
田沢湖短歌会例会詠

図書館情報局

国民年金だより

特集 2　今から一歩　ともに歩き出そう

仙北市の男女共同参画
まちづくり日記
ロケーションだより

保健・健康の掲示板

子育てインフォメーション

お知らせナビ

戸籍の窓口から

カレンダー

7

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉

堀内  円
まどか

　　( 新平 ) 生保内字駒ヶ岳

門脇  心
み こ と

琴　( 寛之 ) 生保内字武蔵野

鈴木  風
ふ う あ

愛　( 裕樹 ) 卒田字早稲田

林  愛
ま な と

斗　　( 瑞樹 ) 上菅沢

村岡  理
り の

乃　( 康成 ) 上菅沢

大橋  瑠
る い

依　( 麻美 ) 歩行町

渡部  大
や ま と

翔　( 和成 ) 山谷川崎字川崎

青山  航
こうせい

晟　( 昌宏 ) 川原堂ノ沢

小木田  唯
ゆ な

菜　( 英之 ) 小勝田小倉前

佐藤  未
み い

唯　　( 勝寛 ) 西長野中泊

雲雀  湊
み な こ

奈子　( 明徳 ) 薗田別当村

鈴木  結
ゆ い か

香　　( 秀一 ) 西明寺字堂村

 　　　　　　　　　　　   
  出生　１５人

死亡　４０人
転入　２１人　
転出　２７人

人口の動き５月   （前月比）　（前年同月比）
   人口　   ２９，６８１人　  （－　３１）（－４２８）
  （男）　　１３，９１６人　  （－　２４）（－２０８）
  （女）　　１５，７６５人　  （－　　７）（－２２０）
  世帯数　１０，８１９世帯（－　　２）（－　１６） ５月届出分・敬称略

戸籍の窓口から

第３セクター情報

第 2 回エフエム椿台 公開録音 民謡温泉めぐり
　● 7 月 21 日（土）12:00 開場 13:00 開演
　　入場料 2,500 円 ( 弁当・入浴付 ) 定員 200 名

牛しゃぶしゃぶ祭りと讃岐うどん
　● 7 月 27 日（金）4,200 円　飲み放題　時間／ 18：30 ～

※安全点検のため 7 月 23 日（月）は休館となります。
　7 月 24 日（火）より、営業します

グラウンドゴルフ
　● 7 月 7 日（土）月例大会　会員限定　参加費 500 円
　● 7 月 16 日（月）コカ・コーラ杯  オープン参加
    　参加費 1,000 円
　● 7 月 22 日（日）魁カップ  オープン参加  参加費 1,000 円
　●各大会、昼食 300 円でご用意します。（事前申込）

株式会社　花葉館　　　 　　　　 55-5888

7 月 16 日　海の日ランチ　11：00 ～ 14：00

1,200 円　レストラン北蔵

株式会社　西宮家　　　　 　　　 52-2438

ハートハーブ開演 15 周年記念イベント開催　
　ハートハーブは 2012 年 7 月でオープン 15 周年を迎え、記
念イベントを開催いたします。( 詳細はホームページでお知ら
せします)この機会にハートハーブへぜひお立ち寄りください。

3 連休中、園内特設会場にて
                             ハンドメイド作品展示販売開催！
　● 7 月 14 日（土）～ 16 日 ( 月 )
　　伝統工芸樺細工「八柳」さん展示販売
　● 7 月 16 日（月）ハンドメイド「布小花」さん展示販売
　● 7 月 16 日（月）
　　とんぼ玉職人「AM あてい工房」さん体験教室＆展示販売

株式会社　アロマ田沢湖　　　　　　　 43-2424

田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」

大好評 ! リフレッシュ「湯治プラン」終了まもなく

　7 月 20 日 ( 金 ) までの限定企画です！
　 2 泊 3 日 (5 食付 ) でお一人様 9,800 円
　ご延泊は 1 泊につき 3 食付きで 4,900 円
　 ゆっくり泊まって気分一新、ゆったりリフレッシュ。

みんなでワイワイ「ビアパーティー」

　● 7 月 14 日 ( 土 ) 18:30 ～  一人 5,000 円 料理、飲み放題 
　毎年恒例のビアパーティー季節となりました。今年は「氷
　川きよし、美川憲一の歌マネチャンピオン」の村上みつぐ
　をゲストに迎えます。キンキンに冷えたビールとおいしい 
　料理で仲間とワイワイお楽しみください。　

オススメ！クリオンの日帰りプラン

　各種会合、老人クラブ、町内会などにピッタリ。
　お料理一人様 3,000 円より承ります。無料送迎バスやカラオ  
　ケ歌い放題もご用意しております。ご宴会と一緒に桧内川河
　川敷グラウンドゴルフ場の手配も承ります。仲間と一緒にお
　いしい料理で楽しいご宴会にしませんか。

西木温泉　クリオン　 　　　　　 47-2010

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉

布谷  毅一郎  　(83) 桧木内字中里

上藤  敏子　　  (86) 桧木内字相内

浅利  伊之助  　(90) 桧木内字長戸呂

武藤  清德　 　 (69) 桧木内字木田

小林  キヨヱ      (82) 桧木内字大台野開

芳賀  トキヱ    (100) 桧木内字松葉

竹下  ツルノ 　 (80) 桧木内字松葉

阿部  仲良　　  (97) 桧木内字松葉

若松  初子 　 　(86) 桧木内字松葉

戸澤  榮　　　  (85) 桧木内字松葉

山崎  正葊　 　 (63) 西荒井字塚野腰

山﨑  トキヱ　  (90) 田沢字春山

青谷  勇太郎　  (80) 生保内字黒沢野

羽川  信一　　  (83) 生保内字武蔵野

髙橋  和子　  　(76) 生保内字久保

佐藤  秀𠮷　  　(98) 生保内字小杉沢口

田中  えみ子　  (62) 田沢字開元

會場  豊　　　  (84) 角館東前郷字柳持

佐藤  ハル子　  (63) 岡崎字前村

髙倉  昭三　　  (83) 梅沢字森腰

大石  馨　　　  (74) 梅沢字森腰

大石  ミヨ　　  (90) 梅沢字大石野

石𣘺  サワノ　  (85) 梅沢字間ノ谷地

門脇  勇　　　  (81) 卒田字柴倉

佐々木  盛輝  　(80) 卒田字上清水

藤井  久昌　 　 (74) 卒田字白籏

佐藤  昭彦　  　(58) 卒田字黒倉

武藤  定夫　  　(68) 上菅沢

鈴木  久子　 　 (68) 菅沢

橋本  清子　  　(92) 裏町

菅原  京子　  　(89) 竹原町

小林  信一　  　(85) 山谷川崎高屋

菅原  ノブ子  　(75) 小勝田中村

藤木  一男　  　(71) 小勝田中川原

金子  リツ子  　(77) 雲然荒屋敷

藤村  礼　　 　 (85) 雲然荒屋敷

草彅  ツルヱ  　(97) 薗田大久保
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